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明
治
43
年
11
月
23
日
の
開
通
以
来
、

町
民
の
足
と
し
て
支
え
続
け
た
く
れ
た

JR
留
萌
本
線
の
石
狩
沼
田
～
深
川
間

（
１
４
．４
キ
ロ
）
が
、
令
和
８
年
３
月

31
日
（
火
）
を
も
っ
て
１
１
５
年
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

ラ
ス
ト
ラ
ン
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、

全
国
各
地
か
ら
「
最
後
の
雄
姿
」
を
一

目
見
よ
う
と
駆
け
付
け
た
多
く
の
鉄
道

フ
ァ
ン
が
列
車
に
乗
車
し
、
石
狩
沼
田

駅
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

石
狩
沼
田
駅
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
沼

ル
シ
ェ
」
の
開
催
な
ど
石
狩
沼
田
駅
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
石
狩
沼
田
駅

未
来
協
議
会
（
松
尾
敦
史
会
長
）
の
売

店
や
終
着
駅
特
製
駅
弁
、
駅
そ
ば
、
留

萌
本
線
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、

町
民
や
多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
が
そ
れ
ぞ

れ
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
ラ
ス
ト
ラ
ン
の
時
間
が
近

づ
く
と
駅
周
辺
に
は
多
く
の
人
が
集
ま

り
、
満
員
状
態
の
３
両
編
成
の
最
終
列

車
は
、
午
後
９
時
34
分
、
定
刻
よ
り
23

分
遅
れ
で
吹
ガ
ー
ル
ズ
が
演
奏
す
る
中
、

配
布
さ
れ
た
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
振
り
見
送

る
人
々
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
感
謝
と

夜
空
を
彩
る
花
火
に
見
送
ら
れ
出
発
し

ま
し
た
。

１１５年の歴史に幕。ありがとう留萌本線１１５年の歴史に幕。ありがとう留萌本線
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１１５年の歴史に幕。ありがとう留萌本線１１５年の歴史に幕。ありがとう留萌本線

▲最終運行日に設置されたヘッドマーク
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【特集】ありがとう留萌本線、私たちの記憶とともに

　

明
治
43
年
の
開
通
以
来
、
幾
多
の
冬
を
超
え
、

私
た
ち
の
日
常
を
運
び
続
け
て
き
た
留
萌
本
線
。

　

石
狩
沼
田
駅
周
辺
で
は
、
長
い
歴
史
の
中
で

も
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
温
か
な
賑
わ
い
に
包
ま

れ
た
最
後
の
一
か
月
の
様
子
を
掲
載
い
た
し
ま

す
。ありがとう留萌本線ありがとう留萌本線

記念証ラリー記念証ラリー
石狩沼田駅イベント石狩沼田駅イベント

「沼ルシェ」「沼ルシェ」

春の終着駅春の終着駅
キッチンカー祭りキッチンカー祭り

ありがとう留萌本線ありがとう留萌本線
記念講演会（2 日目）記念講演会（2 日目）

沼田町春の雪まつり沼田町春の雪まつり
（2 日目）（2 日目）

ありがとう留萌本線ありがとう留萌本線
記念講演会（1 日目）記念講演会（1 日目）

沼田町春の雪まつり沼田町春の雪まつり
（1 日目）（1 日目）

さようなら石狩沼田さようなら石狩沼田
フェスタフェスタ

３
７

３
14

３
22

３
29

３
21

３
28

３
20

３
28

　留萌本線各駅で違うデザイン　留萌本線各駅で違うデザイン
のカードが配布され、当日限定のカードが配布され、当日限定
の到着記念証を求めて多くの鉄の到着記念証を求めて多くの鉄
道ファンが石狩沼田駅を訪れま道ファンが石狩沼田駅を訪れま
した。した。

　地元の飲食店などが軒を連ね、　地元の飲食店などが軒を連ね、
炭鉄港めしのカレーラーメンや炭鉄港めしのカレーラーメンや
駅そばなど、鉄道旅の情緒を誘駅そばなど、鉄道旅の情緒を誘
うメニューや各日３０食限定のうメニューや各日３０食限定の

「特製終着駅弁当」が販売されま「特製終着駅弁当」が販売されま
した。した。

　北海道各地から有名キッチン　北海道各地から有名キッチン
カーが出店し、来場者は、たこカーが出店し、来場者は、たこ
焼きやクレープなど様々なグル焼きやクレープなど様々なグル
メを堪能していました。メを堪能していました。

　「ありがとう留萌本線～鉄路　「ありがとう留萌本線～鉄路
と町の思い出を鉄道唱歌にのせと町の思い出を鉄道唱歌にのせ
て～」と題し、街歩き研究家のて～」と題し、街歩き研究家の
和和
わ だ さ と るわ だ さ と る

田哲田哲さんの講演が行われ、留さんの講演が行われ、留
萌本線や石狩沼田駅の歴史の解萌本線や石狩沼田駅の歴史の解
説、和田さんと横山町長らによ説、和田さんと横山町長らによ
るパネル討論会が行われ、廃線るパネル討論会が行われ、廃線
後の石狩沼田駅の活用などにつ後の石狩沼田駅の活用などにつ
いて意見を交わしました。いて意見を交わしました。

　あいにくの悪天候に見舞われ　あいにくの悪天候に見舞われ
ましたが「ビアガーデン」が開ましたが「ビアガーデン」が開
催され、雪に負けず、温かいも催され、雪に負けず、温かいも
つ鍋や焼き鳥を囲みながら駅前つ鍋や焼き鳥を囲みながら駅前
の風景を心に刻んでいました。の風景を心に刻んでいました。

　「イラストで辿る留萌本線」と　「イラストで辿る留萌本線」と
題し、「るもいせん各駅散歩」の題し、「るもいせん各駅散歩」の
著者である著者である山山

やまもととめきちやまもととめきち

本留吉本留吉さんとイラさんとイラ
ストレーターの始発ちゃん（リストレーターの始発ちゃん（リ
モートで参加）をお招きし、「るモートで参加）をお招きし、「る
もいせん各駅散歩」を基に留萌もいせん各駅散歩」を基に留萌
本線の各駅解説や実際に訪れた本線の各駅解説や実際に訪れた
際の思い出などをお話ししてい際の思い出などをお話ししてい
ただきました。ただきました。

　夜高太鼓による勇壮な演奏で　夜高太鼓による勇壮な演奏で
始まり、子ども達を対象にした始まり、子ども達を対象にした

「お宝まき」やＮ－ｌｉｎｋ．に「お宝まき」やＮ－ｌｉｎｋ．に
よるスポーツレク、豪華景品がよるスポーツレク、豪華景品が
当たる「子どもビンゴ大会」が当たる「子どもビンゴ大会」が
開催されました。開催されました。

　２８日（土）から３０日（月）　２８日（土）から３０日（月）
の３日間開催され、町内外からの３日間開催され、町内外から
飲食店などが並び、駅そばや鉄飲食店などが並び、駅そばや鉄
道グッズの販売が行われたほか、道グッズの販売が行われたほか、
大道芸も行われました。大道芸も行われました。
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９時～２１時
ありがとう留萌本線フェスタ
　・到着証明証の配布
　・終着駅特製駅弁・駅そば・留萌本線
　　グッズなどの販売
１１時～
JR 北海道主催

「ありがとう留萌本線お別れセレモニー」
　・横山町長、島田会長（JR 北海道）挨拶
　・深川駅長へ花束贈呈
　・吹ガールズが演奏する中、お見送り
２１時３４分発～（定刻：２１時１１分）
　・深川駅長へ花束贈呈
　・花火打ち上げ
　・吹ガールズが演奏する中、ペンライ
　　トを振ってお見送り

留萌本線最終運行日の様子

朝から多くの鉄道ファンが石狩沼田駅を朝から多くの鉄道ファンが石狩沼田駅を
訪れました訪れました

乗車切符を購入するために長蛇の列となりました。乗車切符を購入するために長蛇の列となりました。

緑町旧踏切から撮影したキハ５４形緑町旧踏切から撮影したキハ５４形

最終日限定でヘッドマークが設置されて最終日限定でヘッドマークが設置されて
運行しました。運行しました。

最終電車の乗車切符を購入するための列最終電車の乗車切符を購入するための列
が１６時頃から整理されました。が１６時頃から整理されました。

最終列車の発車時刻が近づくと石狩沼田駅周辺に最終列車の発車時刻が近づくと石狩沼田駅周辺に
は多くの人が集まっていました。は多くの人が集まっていました。

約５００人がホームに集まり、ペンライトを振っ約５００人がホームに集まり、ペンライトを振っ
て最終列車を見送り、別れを惜しみました。て最終列車を見送り、別れを惜しみました。

運行最終日に石狩沼田駅で
　　　　　　　　　行なわれたイベント
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令和８年３月３１日　沼田町長　横山　茂

ありがとう留萌本線お別れセレモニーでの町長スピーチ【全文】

　沼田の地にも春の暖かさが感じられる季節となった本日、終着駅で始発駅の石狩沼田駅に多くの
ご来賓各位のご臨席のもと、JR 留萌本線お別れセレモニーが開催されるに当たり、地元を代表し一
言お別れの言葉と町民をはじめとする皆様にお詫びのご挨拶をさせていただきます。
　開業から１１３年目の令和５年３月３１日、今から３年前の今日、石狩沼田駅から留萌駅間が姿
を消して早３年。実に１０００日以上の時があっという間に過ぎ、来てほしくなかった今日、令
和８年３月３１日を迎えてしまいました。この沼田の地に鉄道が敷設されたのは、１１５年前の
１９１０年。沿線自治体の歴史と共に歩んできた「留萌本線」とも本日でお別れです。
　これまでに多くの人々に愛されてきましたが、連ドラブームも過ぎ去り、高校の閉校や新型コロ
ナの発生、人口減少などの影響から利用者数の減少により、時代の流れとは言え、本日をもって全
線が廃線となることは、言いようのない淋しさと悔しさが募り、ただ、ただ存続が出来なかったこ
とに沼田町民と全国の応援団の皆様に対しまして心からお詫びを申し上げたいと思います。誠に申
し訳ありませんでした。
　この沼田町に鉄道が通ったのも沼田町開拓者の沼田喜三郎翁が自身の土地や財産を提供されたこ
とによりこの地に鉄道が敷設されたと聞かされていましたので、これまでも地域の財産である留萌
本線を持続させ、更には今後の鉄道を守るために道内自治体では唯一 JR 北海道を支援する立場を明
確にした上で、町の応援団組織である「JR に乗り続け隊」の皆様の協力も得ながら様々な活動を展
開してきたところです。
　この留萌本線は、明治末から１世紀以上にわたって地域の足を支え、石炭やにしん・農産物の物流、
そして通学・通院の要でありましたが、北海道各地の路線が「赤字」の二文字で排除され鉄路が消
えてしまうことに今でも憤りを感じています。
　北海道の広大な大地に鉄道が整備され、ローカル地域の隅々まで鉄路が繋がっていたからこそ、
極寒の大地での生活基盤を続けることが出来たもので、道民の生活をはじめ北海道農業を、観光産
業を、そして、通学や通院を必要とする方を守るためにも鉄路の存在は今後も絶対に必要です！
　どうか、これ以上道民が苦しむことの無いよう関係機関の皆さんがしっかりとスクラムを組んで
取り組んでいただけることを願います。また、JR 北海道には「お客様に利用してもらいやすい環境
をしっかりと構築すること！」を強くお願い申し上げます。
　結びに、ここまで留萌本線を支えてくれた「沿線住民や全国の応援団の皆さんに！」、そして、最
後の最後まで石狩沼田駅を支えてくれた駅未来協議会 松尾会長さん、阿部・村上両隊員に心から感
謝申し上げ、更に、沢山の物語やみんなの希望を運んでくれた「留萌本線に！」、多くの人にドラマ
を与え続けてくれた「石狩沼田駅に！」対し、「今日で灯りは消えてしまいますが、私たちの心の灯
りはこの先も消えることはなく、皆さんの心の駅として記憶の中でいつまでも走り続けてくれるこ
と！」と、町民や全国の応援団の力を借りながら「ここから新たな町の駅「石狩沼田駅物語」が始
まること！を宣言し、心から御礼とお詫びを申し上げ、挨拶といたします。
　「ありがとう留萌本線！」そして、「これからも共に歩み・共に未来を創ろう石狩沼田駅」

ありがとう留萌本線お別れセレモニー
　留萌本線運行最終日となった３月３１日（火）ＪＲ北海道主催
の「留萌本線お別れセレモニー」が執り行われました。多くの町民、
鉄道ファンが石狩沼田駅に集まる中、横山町長とＪＲ北海道の島
田修会長がそれぞれスピーチ（下記に全文記載）をし、留萌本線
への想いを涙ながらに話されました。
　その後、「吹ガールズ」が演奏する中、ホーム上で高校時代にＪ
Ｒ留萌本線を利用して通学していた松

ま つ お は る か

尾春花さんから深川駅長へ
花束が渡され、出発進行の合図で列車は走り去っていきました。

【特集】ありがとう留萌本線、私たちの記憶とともに
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　３月３１日（火）をもって廃線となった留萌本線
の代替交通として朝夕の時間帯に新設された路線バ
ス「きたそライナー号」の運行が４月１日（水）よ
り開始されました。
　新設された沼田深川線は、道北バス（旭川市：松
本神一代表取締役会長）に運行を担っていただき、
平日・土日の朝夕に各３～４便運行していただきま
す。
　名称は各市町の小・中学生から募集した案を参考
に決定し、黄色の車体には深川、秩父別、沼田町の
キャラクターが描かれており、親しみやすいバスに
なっています。
　オープニングセレモニーで横山町長は「今日から
新たなスタートということで、末長く利用していた
だき、通学や通院される方の足として定着すること
を願っています」と挨拶されました。

▲黄色の車体には、３市町のキャラクターが
　描かれています。

「きたそライナー号」運行開始！「きたそライナー号」運行開始！

新たな地域交通新たな地域交通

▲オープニングセレモニーでのテープカット

料金　片道６５０円
　　　（沼田観光情報プラザ前から深川駅
　　　 前・深川市立病院 ※７時半発のみ
　　　 深川西高前まで運行）
乗車定数　７５名（内座席２９名）

　バスの時刻表やルート検索、
バス停検索機能で、簡単に空知
のバスを利用することができま
す。
　左記ＱＲコードよりアクセス
することができますのでご利用ください。

空知のバスをもっと便利に、もっと身近に
空知バスナビ
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私
は
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
改

元
さ
れ
た
年
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い

て
、
町
民
皆
様
や
各
団
体
の
皆
様
か
ら

力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
町
政
運
営

を
託
し
て
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た
だ
い
て
か
ら
、
２
期
８

年
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
年
と
な
り
ま

し
た
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町
民
皆
さ
ま
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
住
民

福
祉
の
増
進
」
を
基
本
と
し
た
中
で
、

就
任
時
に
ま
ち
の
将
来
像
を
「
子
ど
も

た
ち
が
誇
り
を
も
て
る 

ふ
る
さ
と
創
造

沼
田
町
～
夢
と
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
る

小
さ
な
ま
ち
の
大
き
な
挑
戦
～
」
と
掲

げ
策
定
し
た
「
沼
田
町
第
６
次
総
合
計

画
」
の
計
画
最
終
年
度
で
あ
り
、
重
点

的
か
つ
優
先
的
な
取
り
組
み
と
し
て
掲

げ
た
８
項
目
に
つ
い
て
「
第
３
期
沼
田

町
総
合
戦
略
」
と
整
合
性
を
図
っ
た
上

で
取
り
組
み
を
強
化
し
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
将
来
に
繋
い
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
度
は
、
本
町
開
拓

の
祖
で
あ
り
ま
す
「
沼
田
喜
三
郎
翁
」

の
ご
縁
に
よ
り
、
富
山
県
小
矢
部
市
か

ら
伝
承
を
い
た
だ
い
た
、「
夜
高
あ
ん
ど

ん
祭
り
」
が
50
回
目
を
迎
え
ま
す
。　

　

こ
の
大
き
な
節
目
を
契
機
と
し
て
北

海
道
を
代
表
す
る
祭
り
へ
と
、
さ
ら
に

広
く
認
知
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
む

と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
運
営
体
制
の

構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
基
幹
作
物
で
あ
る
「
米
」

を
道
産
米
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
へ
と
押

し
上
げ
た
「
雪
中
米
」
誕
生
30
周
年
の

記
念
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
雪
冷
熱
の

活
用
に
よ
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
取
り

組
み
を
一
層
推
進
し
、「
沼
田
町
食
料
貯

蔵
流
通
基
地
構
想
」
の
実
現
を
含
め
、

多
方
面
に
わ
た
り
施
策
を
深
化
さ
せ
な

が
ら
「
将
来
に
つ
な
ぐ 

ま
ち
づ
く
り
」

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
10
日
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
定

例
会
で
、
横
山
町
長
が
令
和
８
年
度
の

執
行
方
針
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
の
広
報
で
は
、
そ
の
主
要
な
部

分
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
全
文
を
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
、
役
場
総
務
財
政
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　町長町長　　横 山　茂横 山　茂

 

○
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
「
第
２
次
沼
田
町
健
康
増
進
計
画
」
に

基
づ
き
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
的

な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
主
体
的
に
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
い
き
い
き
と

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

町
政
執
行
方
針
概
要

町
政
執
行
方
針
概
要
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自
分
ら
し
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
栄
養
や
食
生
活
、
運
動
、
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
等
の
分
野
ご
と
の
対

策
に
取
り
組
み
、
自
ら
が
健
康
寿
命
の

延
伸
を
目
指
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
及

び
重
症
化
予
防
の
徹
底
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
各
種
健
康
事
業
へ
の
参
加
や
特
定

健
診
、
各
種
が
ん
検
診
の
受
診
に
対
し

行
政
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
で
受

診
勧
奨
に
努
め
、
町
民
皆
様
の
健
康
意

識
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
10
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
令
和

９
～
11
年
度
）
の
策
定
に
向
け
、
高
齢

者
等
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施
や
必
要

と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
の
算
定
を
す

る
と
と
も
に
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
老

朽
化
や
厳
し
い
運
営
状
況
を
鑑
み
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
「
住
ま
い
」「
医
療
」

「
介
護
」「
介
護
予
防
」及
び「
生
活
支
援
」

を
地
域
内
で
一
体
的
な
体
制
づ
く
り
の

指
針
と
す
る
、
沼
田
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想

策
定
に
要
す
る
所
要
額
を
予
算
計
上
い

た
し
て
お
り
ま
す

　

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
大
き

な
柱
の
一
つ
で
あ
る
「
認
知
症
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
保
健
福
祉
課
内

　
「
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
に
基
づ
き
、
母
子
と
も
に
健
康

で
健
や
か
に
成
長
発
達
が
で
き
る
よ
う

「
妊
婦
一
般
健
診
」
や
「
産
前
産
後
安
心

事
業
」
な
ど
と
、
子
育
て
応
援
ア
プ
リ

「
ぬ
ま
た
っ
こ
手
帳
」
を
活
用
し
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
子
育
て
情
報
の
発
信
や
予
防

接
種
Ａ
Ｉ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
ー
な
ど
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
専
門
科
医
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
な
ど
の
各
種
子
育
て
支
援

事
業
を
展
開
し
、
子
育
て
世
代
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

沼
田
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
、

子
育
て
環
境
充
実
の
た
め
の
一
翼
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
配

慮
を
要
す
る
園
児
に
対
し
き
め
細
や
か

な
保
育
体
制
を
継
続
す
る
た
め
、
加
配

保
育
士
と
し
て
の
役
割
を
担
う
２
名
分

の
人
件
費
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
お

　

政
府
は
令
和
９
年
度
か
ら
の
水
田
政

策
を
抜
本
的
に
見
直
し
、「
水
田
を
対
象

と
し
て
の
支
援
」
か
ら
「
作
物
ご
と
の

生
産
性
向
上
等
へ
の
支
援
」
へ
転
換
す

る
と
し
て
検
討
を
進
め
、
本
年
６
月
に

は
具
体
像
を
示
す
と
す
る
と
と
も
に
、

本
年
４
月
に
生
産
費
を
考
慮
し
た
農
産

物
の
価
格
形
成
に
向
け
た
「
食
料
シ
ス

テ
ム
法
（
食
品
等
の
持
続
的
な
供
給
を

実
現
す
る
た
め
の
食
品
等
事
業
者
に
よ

る
事
業
活
動
の
促
進
及
び
食
品
等
の
取

引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
）」
が
施
行

さ
れ
、
価
格
交
渉
の
材
料
と
な
る
「
コ

ス
ト
指
標
」
の
策
定
も
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
米
の
民
間
在
庫
に
つ
い
て

は
適
正
水
準
と
さ
れ
る
量
を
大
き
く
上

回
る
と
の
予
測
も
示
さ
れ
、
基
幹
作
物

　

米
の
備
蓄
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
在

は
全
量
を
政
府
が
保
管
し
て
お
り
ま
す

が
昨
年
の
政
府
備
蓄
米
売
渡
し
に
お
け

る
課
題
の
検
証
を
踏
ま
え
、
よ
り
円
滑

に
供
給
で
き
る
よ
う
民
間
備
蓄
の
導
入
、

保
管
期
間
の
短
縮
を
含
め
た
検
討
が
行

わ
れ
て
お
り
、
国
が
進
め
る
「
食
料
安

全
保
障
の
確
立
」
や
「
環
境
負
荷
低
減
」

に
は
雪
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

食
料
貯
蔵
流
通
基
地
の
整
備
が
有
効
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
構
想
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

〇
高
齢
者
福
祉
・
介
護
の
充
実

 

〇
子
育
て
支
援
の
充
実

 

〇
農
業
の
振
興

 

〇
沼
田
町
食
料
貯
蔵
流
通

　
　
　

加
工
基
地
構
想
つ
い
て

り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
発
達
に
悩
み

を
抱
え
る
お
子
様
の
療
育
、
発
達
支
援

を
目
的
と
す
る
多
機
能
事
業
所
（
児
童

発
達
支
援
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

併
設
）「
沼
田
認
定
こ
ど
も
園
発
達
支
援

室
ぽ
ぷ
ら
」
の
４
月
開
設
に
向
け
て
準

備
を
進
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
で
の
子

育
て
支
援
の
充
実
に
期
待
を
寄
せ
て
お

り
ま
す
。

に
開
設
し
た
「
認
知
症
相
談
窓
口
」
を

核
と
し
て
、
認
知
症
の
理
解
・
知
識
を

深
め
る
「
認
知
症
教
室
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

ン
」
を
開
催
し
、
地
域
で
支
え
合
い
な

が
ら
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

で
あ
る
米
及
び
畑
作
物
を
巡
る
情
勢
は

不
透
明
さ
を
増
し
て
お
り
、
担
い
手
の

確
保
と
持
続
的
な
地
域
農
業
の
発
展
の

た
め
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実
も
含

め
、
米
政
策
全
般
に
お
け
る
今
後
の
検

討
推
移
に
注
視
し
、
関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
し
必
要
な
対
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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令和８年度
町政執行方針概要

　

本
年
は
、
平
成
８
年
の
「
米
穀
低
温

貯
留
乾
燥
調
製
施
設
」
の
稼
働
と
と
も

に
「
雪
中
米
」
誕
生
か
ら
30
年
の
記
念

の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

雪
中
米
は
、
生
産
者
皆
様
の
ご
努
力

に
よ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
広
く
認

知
が
高
ま
る
と
と
も
に
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し
て
も
高
い
信
頼
と
評
価

を
得
て
、
全
国
に
発
信
す
る
魅
力
的
な

返
礼
品
と
な
っ
て
お
り
「
や
っ
か
い
も

の
」
で
あ
っ
た
雪
を
貴
重
な
財
産
と
し

て
米
の
貯
蔵
に
使
う
先
駆
的
な
取
り
組

み
に
着
眼
し
、
実
行
さ
れ
た
先
人
の
先

見
性
と
、
関
係
者
皆
様
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
に
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

　
「
働
く
場
の
確
保
」
は
、
安
定
し
た
生

活
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
た

め
の
重
要
施
策
と
し
て
、
企
業
誘
致
活

動
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
時
代
に
即
し
た
活
動
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
「
ハ
イ
テ
ク
イ
ン
タ
ー
株
式
会

社
」「
旭
川
工
業
高
等
専
門
学
校
」
及
び

「
沼
田
町
」
の
３
者
に
よ
る
産
学
官
連
携

協
定
を
締
結
し
、
旭
川
高
専
生
徒
が
地

域
課
題
に
お
け
る
解
決
研
究
の
成
果
報

告
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

　
「
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
」
が
今
年
で
50

回
目
の
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
お
祭

り
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
や
関

係
者
の
皆
様
に
感
謝
の
意
を
込
め
る
と

と
も
に
、「
夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
」
が
永

き
に
わ
た
り
開
催
で
き
る
こ
と
を
願
い

記
念
事
業
を
開
催
す
る
経
費
を
予
算
計

上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
石
狩
沼
田
駅
周
辺
を
含
め
た

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
「
沼
田
町
駅
未
来
協

　

JR
留
萌
本
線
の
廃
止
に
伴
い
、
JR
跡

地
、
施
設
等
の
利
活
用
に
関
し
て
、
広

く
町
民
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
と
と
も
に
、
JR
と
の
土
地
や
建
物
等

の
物
件
の
譲
渡
に
関
す
る
協
議
を
並
行

し
て
進
め
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
譲
渡

協
議
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
駅
舎
を

JR
か
ら
無
償
賃
貸
す
る
こ
と
で
、
何
時

で
も
、
誰
で
も
想
い
出
深
い
「
駅
舎
」

に
出
入
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

維
持
す
る
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

 

○
企
業
誘
致
の
推
進

 

○
JR
施
設
の
利
活
用
に

　
　
　
　

向
け
た
検
討
に
つ
い
て

 

○
雪
中
米
誕
生
30
周
年

　
　
　
　
　

記
念
事
業
つ
い
て

　

沼
田
町
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
所「
石

狩
沼
田
ブ
ル
ワ
リ
ー
」
は
、
雪
中
米
を

副
原
料
と
し
た
ラ
イ
ス
エ
ー
ル
を
始
め

と
す
る
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
し
て
の
使
用
を
含
め
、
特
産
品

の
一
つ
と
し
て
、
指
定
管
理
者
と
連
携

し
醸
造
量
の
増
産
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
ト
ナ
リ
エ
北
広
島
」
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
沼
田
町
ビ
ア
キ
ッ
チ
ン
」

で
は
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
な
ど
の
本
町

の
農
産
物
等
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
、
大
変
好
評
を
得
て
い
る
こ
と
と

併
せ
て
「
オ
ー
ル
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
連
携
協
議
会
」
の
取
り
組
み
と
し
て

「
食
」
と
「
観
光
」
を
テ
ー
マ
に
構
成
市

町
へ
の
誘
客
を
促
進
す
る
事
業
を
始
め

る
な
ど
今
後
の
展
開
に
期
待
を
寄
せ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

○
石
狩
沼
田
ブ
ル
ワ
リ
ー
・

　

 

沼
田
町
ビ
ア
キ
ッ
チ
ン
の

　
　
　
　

取
り
組
み
に
つ
い
て

そ
の
熱
い
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
次
世
代

へ
伝
承
し
、
更
な
る
発
展
を
図
る
た
め

の
記
念
事
業
に
要
す
る
所
要
額
を
予
算

計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

 

○
観
光
の
振
興

議
会
」
か
ら
JR
廃
線
後
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
の
提
言
を
参
考
と
し
、
現
在
の

駅
舎
を
「
ま
ち
の
駅
」
と
し
て
残
し
て

い
け
る
よ
う
、
JR
石
狩
沼
田
駅
周
辺
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
JR
と
の
施
設
譲
渡

に
係
る
協
議
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
JR

石
狩
沼
田
駅
舎
に
観
光
協
会
の
機
能
を

持
た
せ
て
観
光
案
内
窓
口
を
設
置
す
る

と
と
も
に
「
沼
田
町
駅
未
来
協
議
会
」

の
協
力
の
も
と
「
沼
ル
シ
ェ
」
の
継
続

開
催
な
ど
に
よ
り
廃
線
と
な
っ
た
後
も

駅
周
辺
の
賑
わ
い
を
継
続
さ
せ
て
い
く

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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本
町
の
歴
史
と
共
に
歩
ん
だ
JR
留
萌

本
線
が
１
１
５
年
の
歴
史
に
終
止
符
を

打
つ
こ
と
と
な
り
、
４
月
か
ら
は
バ
ス

が
主
要
な
公
共
交
通
機
関
と
な
る
こ
と

か
ら
、
バ
ス
事
業
者
や
沿
線
自
治
体
な

ど
と
協
議
を
重
ね
、
便
数
の
確
保
や
運

　

移
住
体
験
者
や
ふ
る
さ
と
納
税
者
、

そ
し
て
JR
留
萌
本
線
の
廃
止
を
惜
し
ん

で
訪
れ
る
方
々
な
ど
、
町
に
心
を
寄
せ

て
く
だ
さ
る
皆
様
と
の
「
縁
」
を
大
切

に
考
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
出
会
い
や

一
過
性
の
交
流
を
持
続
可
能
な
町
の
活

力
へ
と
変
え
て
い
く
た
め
、「（
仮
称
）

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
の
創
設
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
に
よ
る
物
理
的
な
距
離
を
超
え

た
「
心
の
定
住
」
を
育
む
こ
と
で
、
多

様
な
形
で
継
続
的
に
関
わ
り
応
援
い
た

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の

対
応
、
更
に
は
先
行
き
が
不
安
定
な
国

際
情
勢
や
円
安
を
起
因
と
し
た
物
価
上

昇
に
加
え
、
自
然
災
害
な
ど
へ
の
備
え

 

○
地
域
公
共
交
通

 

○
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

 
○
結
び
に

な
ど
厳
し
い
行
政
運
営
に
加
え
「
次
代

に
繋
げ
る
」
ま
ち
づ
く
り
へ
の
深
慮
は

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
１
月
に
発

刊
さ
れ
た
宝
島
社
「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」

が
発
表
し
た
「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト

ラ
ン
キ
ン
グ
」
人
口
１
万
人
未
満
の
町

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
３
年
振
り
と

な
る
全
国
総
合
１
位
の
評
価
を
受
け
た

こ
と
は
、
町
民
皆
様
と
共
に
沼
田
町
の

存
続
を
願
い
創
り
上
げ
て
い
る
移
住
定

住
施
策
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
が
実

を
結
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

町
政
運
営
の
励
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
所
信
で
あ
る
「
夢
と
希
望
と
誇

り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に

向
け
て
、地
域
間
で
の「
競
争
」と「
共
創
」

を
意
識
し
、
沼
田
町
の
持
つ
力
を
信
じ
、

職
員
と
共
に
「
新
た
な
視
点
」
と
「
新

た
な
創
造
」を
も
っ
て「
オ
ー
ル
ぬ
ま
た
」

で
挑
戦
し
続
け
る
礎
を
築
く
た
め
「
細

心
か
つ
合
理
的
判
断
」
と
「
大
胆
か
つ

責
任
あ
る
決
断
」
を
持
っ
て
将
来
の
沼

田
町
に
繋
い
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町

民
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
各
位
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
、

令
和
８
年
度
の
町
政
執
行
方
針
と
い
た

し
ま
す
。

が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た

共
同
研
究
・
開
発
、
実
証
試
験
の
地
と

し
て
関
連
企
業
の
誘
致
を
促
し
、
新
た

な
産
業
、
雇
用
を
生
み
出
す
「
沼
田
版

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
構
想
」
の

具
現
化
に
向
け
た
計
画
等
の
策
定
や
関

連
企
業
と
の
調
整
を
行
い
、
構
想
実
現

へ
と
繋
げ
る
人
材
を
国
の
「
地
域
活
性

化
起
業
人
」
制
度
を
活
用
し
、
専
門
知

識
を
有
す
る
人
材
を
招
聘
す
る
所
要
額

を
予
算
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
長
期
保
存
お
に
ぎ
り
」
の
製

造
、
販
売
を
手
掛
け
て
い
る
企
業
が
、

本
町
へ
の
進
出
に
向
け
て
前
向
き
に
検

討
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域

産
業
の
活
性
化
や
雇
用
創
出
に
繋
げ
て

い
く
た
め
に
も
、
企
業
立
地
促
進
条
例

に
基
づ
く
補
助
金
に
よ
る
支
援
を
含
め

た
き
め
細
や
か
な
対
応
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

行
ダ
イ
ヤ
の
調
整
な
ど
地
域
住
民
の
利

便
性
を
最
優
先
に
考
え
、
最
大
限
の
調

整
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

バ
ス
の
運
行
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、

朝
晩
の
新
た
な
路
線
バ
ス
と
し
て
「
道

北
バ
ス
株
式
会
社
」
に
運
行
い
た
だ
く

と
と
も
に
「
空
知
中
央
バ
ス
株
式
会
社
」

が
運
行
す
る
日
中
の
バ
ス
運
行
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
後
を
見
据
え
た
中
で
持

続
可
能
な
バ
ス
運
行
と
す
る
た
め
10
月

よ
り
町
が
運
行
主
体
と
な
る
「
自
家
用

有
償
旅
客
運
送
バ
ス
」
と
す
る
こ
と
で

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

だ
け
る
仲
間
を
つ
く
り
、
１
０
０
年
後

も
笑
顔
が
溢
れ
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

沼
田
町
の
応
援
団
と
し
て
一
翼
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
東
京
沼
田

会
」
は
、
会
員
の
減
少
と
高
齢
化
に
よ

り
存
続
が
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、様
々

な
形
で
沼
田
町
を
応
援
い
た
だ
い
た

方
々
や
「
東
京
沼
田
会
」
の
皆
様
を
含

む
首
都
圏
在
住
の
沼
田
町
出
身
者
の
交

流
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
沼

田
町
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
輪

を
広
め
、
振
興
発
展
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、「（
仮
称
）
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
し
、
関
係
人
口
の

創
出
拡
大
と
深
化
を
図
る
た
め
「
沼
田

町
を
応
援
す
る
沼
田
フ
ァ
ン
交
流
イ
ベ

ン
ト
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

 

○
沼
田
町
を
応
援
す
る
沼
田　

　
　

フ
ァ
ン
交
流
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　

の
実
施
に
つ
い
て
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沼
田
町
教
育
委
員
会
で
は
、
中
長
期

的
な
展
望
に
立
ち
、
教
育
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
令

和
14
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
「
第
２
期
沼
田
町
総
合
教
育
計

画
」
に
基
づ
き
、
各
種
施
策
を
着
実
に

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

沼
田
学
園
に
お
け
る
一
貫
・
連
携
教

育
を
本
町
教
育
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
、

「
ふ
る
さ
と
沼
田
を
愛
し
、
自
ら
進
ん
で

た
く
ま
し
く
郷
土
の
発
展
に
寄
与
す
る

子
」
を
目
指
す
子
ど
も
像
の
実
現
に
向

け
、
教
育
内
容
の
充
実
と
教
育
環
境
の

整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

教育長教育長　　三 浦　剛三 浦　剛
　

３
月
10
日
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
定

例
会
で
、
三
浦
教
育
長
が
令
和
８
年
度

の
教
育
行
政
執
行
方
針
に
つ
い
て
述
べ

ま
し
た
。

　

今
回
の
広
報
で
は
、
そ
の
主
要
な
部

分
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
全
文
を
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
、
役
場
総
務
財
政
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

教
育
行
政
執
行
方
針
概
要

教
育
行
政
執
行
方
針
概
要

　

開
園
９
年
目
を
迎
え
る
沼
田
学
園
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
小

中
一
貫
・
連
携
教
育
の
成
果
と
課
題
を

踏
ま
え
、「
第
５
期
沼
田
町
一
貫
・
連
携

教
育
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
な
が
ら
、

幼
児
教
育
と
の
円
滑
な
接
続
と
連
続
性

を
確
保
し
つ
つ
、
義
務
教
育
９
年
間
を

見
通
し
た
系
統
的
な
学
び
の
更
な
る
充

実
を
図
り
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

資
質
・
能
力
の
育
成
に
重
点
を
置
い
て

ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
に
お
い
て
も
、
小
学
校
へ
の

乗
り
入
れ
授
業
や
中
学
校
登
校
日
を
実

施
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を

継
続
し
な
が
ら
教
職
員
間
の
連
携
を
一

層
深
め
る
と
と
も
に
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
位
置
付
け
る
「
沼
田
学
」
な
ど
、

学
校
と
地
域
が
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、

体
験
的
・
探
求
的
な
学
び
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学
べ
る
よ
う
教

育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

○
子
ど
も
の
成
長
を
つ
な
ぐ　

　

 「
沼
田
学
園
」
の
一
貫
・

　

 　
　
　
　
　
　

  

連
携
教
育
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全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
や
標
準

学
力
検
査
等
の
結
果
を
検
証
し
、「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
を

基
本
に
、
授
業
力
の
向
上
と
授
業
改
善

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
読
解
力
や
語
彙
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、
学
校
図
書
室
や
家
庭
に
お

け
る
読
書
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

専
門
職
員
に
よ
る
外
国
語
教
育
の
充
実

に
よ
り
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人

財
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

１
人
１
台
端
末
環
境
を
基
盤
と
し
て
、

日
常
的
・
効
果
的
な
活
用
を
進
め
る
と

と
も
に
、
授
業
支
援
ツ
ー
ル
や
Ａ
Ｉ
型

学
習
教
材
の
活
用
に
よ
り
学
力
向
上
・

個
別
最
適
な
学
び
・
協
働
的
な
学
び
を

引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　

国
の
部
活
動
改
革
の
方
向
性
を
踏
ま

え
、
本
年
度
は
、
そ
の
前
段
階
と
し
て

部
活
動
指
導
員
（
地
域
指
導
者
）
の
増

員
を
図
り
、
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
か

か
る
予
算
措
置
を
講
じ
る
こ
と
で
専
門

性
の
あ
る
指
導
体
制
の
充
実
と
、
教
員

の
負
担
軽
減
の
両
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、「
認
定
地
域
ク
ラ
ブ
」

へ
の
移
行
を
視
野
に
、
関
係
団
体
や
保

護
者
、
地
域
の
皆
様
と
協
議
を
重
ね
な

が
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
無
理
の
な
い

形
で
部
活
動
の
地
域
展
開
を
段
階
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 
○
確
か
な
学
力
の
定
着
と

　
　
　

特
色
あ
る
学
び
の
充
実

 

○
部
活
動
の
地
域
展
開
と

　
　
　
　
　
　
　

働
き
方
改
革

　

本
町
の
自
然
環
境
を
教
育
資
源
と
し

て
位
置
づ
け
た
自
然
体
験
授
業
を
は
じ

め
、
中
学
生
議
会
や
就
業
体
験
、
ソ
ク

ラ
テ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
、

郷
土
理
解
と
社
会
的
自
立
に
向
け
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
・
ポ
ー
ト
ハ
ー
デ
ィ
地
区
と

の
国
際
交
流
、
小
矢
部
市
と
の
青
少
年

交
流
、
台
湾
花
蓮
県
瑞
穂
郷
と
の
友
好

交
流
を
通
じ
、
異
文
化
理
解
と
国
際
感

覚
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

○
沼
田
な
ら
で
は
の
教
育
と　

　
　
　
　
　
　

キ
ャ
リ
ア
教
育

 

○
国
際
交
流
・
青
少
年
交
流

　

サ
ー
ク
ル
・
文
化
団
体
の
育
成
や
活

動
支
援
を
通
じ
て
自
主
的
な
学
び
と
交

流
の
場
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
生
き
が

い
講
座
な
ど
の
充
実
を
図
り
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続

け
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
を
単
な
る
余
暇
活

動
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
ま
ち
づ
く

り
に
主
体
的
に
参
画
し
、
地
域
課
題
に

向
き
合
い
行
動
で
き
る
人
財
育
成
の
基

盤
と
し
て
位
置
づ
け
、
学
び
と
実
践
を

「
地
域
を
支
え
る
力
」
へ
つ
な
げ
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

 

○
社
会
教
育
の
充
実
と
地
域

　
　
　
　

を
担
う
人
財
の
育
成

　

社
会
体
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
健

康
増
進
と
世
代
間
交
流
を
支
え
る
環
境

整
備
を
進
め
ま
す
。
老
朽
化
が
進
む
町

民
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
利
用

ニ
ー
ズ
や
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
中
学

校
体
育
館
と
の
複
合
化
も
含
め
て
持
続

可
能
な
施
設
の
在
り
方
を
検
討
し
、
基

本
構
想
・
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

 

○
社
会
体
育
の
推
進
と

　

 「
ぬ
ま
た
み
ら
い
わ
く
わ
く

　

 

ア
リ
ー
ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
基

　
 

本
構
想
」
の
策
定

　

町
民
の
健
康
増
進
と
子
ど
も
た
ち
の

体
力
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、
年
齢
や

経
験
を
問
わ
ず
少
人
数
で
も
継
続
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
環

境
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
特

に
卓
球
は
、
屋
内
で
年
間
を
通
し
て
実

施
で
き
、
世
代
間
交
流
に
も
適
し
た
競

技
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
指
導
体
制
の
充

実
と
活
動
環
境
の
整
備
を
図
り
、
誰
も

が
気
軽
に
親
し
め
る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
の
基
盤
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
中
お
い
て
、
卓
球
ク
ラ
ブ
の
誘

致
（
卓
球
留
学
）
を
進
め
、
ア
ス
リ
ー

ト
と
し
て
の
高
み
を
目
指
し
な
が
ら
、

学
業
と
の
両
立
を
目
指
す
子
ど
も
た
ち

が
町
外
か
ら
も
集
う
魅
力
あ
る
教
育
環

境
の
形
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
か
ら
志
あ
る
中
学
生
を
迎
え
入

れ
る
こ
と
で
、
学
校
教
育
の
充
実
と
生

徒
数
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
本
町

の
教
育
力
の
発
信
と
地
域
と
の
交
流
・

定
住
促
進
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
波

及
効
果
を
創
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

○
卓
球
ク
ラ
ブ
の
誘
致
と

　

 

ア
ス
リ
ー
ト
育
成
を
核
と　

 

　

 

し
た
教
育
環
境
の
充
実
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令
和
８
年
度
予
算　

主
要
事
業
①

いつまでも幸せに暮らせるまちづくり

にぎわいのあるまちづくり

■沼田版ＣＣＲＣ構想策定事業【新規】　6,369 千円

■外科医師派遣事業【新規】　4,800 千円

■こども誰でも通園制度事業【新規】　384 千円

■沼田町駅未来協議会補助事業
　　　　　　　【新規】　1,800 千円

■教育旅行受入協議会補助金【新規】　300 千円

■観光情報プラザ改修工事【新規】

　医療、介護を中心として将来にわたり持続可能なまちづくりの指針となる、全世代が
活躍できるための実践的な地域包括ケアの基本構想を策定します。

　町立沼田厚生クリニックの外科医師が令和 7 年度をもって退職となることから、外科
系医師の確保のため他病院へ派遣を依頼し町民の安心・安全な医療体制の整備を図りま
す。

　「こども誰でも通園制度」は、認定こども園等に通っていないお子さんを対象に、保
護者の就労条件を問わずこども園に通園することができる新しい制度です。

　ＪＲ留萌本線の全線廃止後、「交通空白
地」となることを避け、イベントの開催な
どにより廃線となった後も中心市街地であ
る駅周辺の賑わいを継続させていくととも
に、駅をまちづくりの「新たなにぎわいの
拠点」と位置づけ、町内外からヒト・モノ・
カネ、情報などを引き寄せる戦略的な空間
に向けて協議していきます。

　北海道内を中心に小学校、中学校、高校、スポーツチーム等における課外学習及び宿
泊を伴う研修プラン調整のサポートを行い沼田町における教育旅行受入の質の向上を目
指すとともに、まずは来てもらい、利用してもらうための環境づくりを図ります。

　多くの観光客が利用する観光情報プラザの給排水設備の改修やクーリングスポットと
して空調を整備し利用環境の向上を図ります。
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令
和
８
年
度
予
算　

主
要
事
業
②

■沼田町夜高あんどん祭り５０回記念事業【新規】　20,000 千円
　富山県小矢部市より伝承を受け、昭和５２年に第１回沼田町夜高あんどん祭りが開催
されて以来、令和８年をもって５０回目を迎えることから、節目を祝う事業を実施する
ため、夜高あんどん実行委員会へ補助金を交付します。

■観光協会補助金【新規】　2,680 千円

■雪中米誕生３０年記念事業【新規】　600 千円

■ペット共生住宅整備事業【新規】　3,841 千円

■まちづくり支援人材派遣事業【新規】　7,100 千円

■米食味分析計購入事業【新規】
　　　　　　　　　　23,650 千円

■水利施設等保全高度化事業【新規】
　　　　　　　　　　　3,900 千円

■沼田版シリコンバレー LAB 構想の推進に向けた各種検討・協議【新規】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,100 千円

　観光協会において、各種催事・イベント等に参加し、観光ＰＲ・特産品ＰＲを実施す
るための費用を補助します。
　また、令和８年３月をもってＪＲ留萌本線が廃線となることから、廃止となるＪＲ石
狩沼田駅舎を観光協会の拠点施設として整備するための経費を補助します。

　雪中米の誕生とともに雪利用の取組み開始から３０年を迎えることから、雪中米及び
利雪に関する記念事業を実施し、雪中米ブランドの向上と「雪と共生するまちづくり」
の推進を図ります。

　多様化する移住ニーズに応えるため、要望の多い「ペットと暮らせる住まい」の整備
を進めます。北海学園大学のセルフリノベーション事業と連携し、既存の公営住宅２戸
を改修いたします。

　沼田町の地域産品の販路開拓及び拡大の取組を強化するために民間事業者から専門的
な知見を有する人材の招聘をし、沼田町の経済活性化を図ります。

　米穀低温貯留乾燥調整貯蔵施設で使用し
ている米食味分析計は、平成 19 年度に導
入し稼働から 19 年を経過し老朽化してい
る状況にあるため機器更新による能力の向
上を図ります。

　共成揚水機場において令和６年に機器が
故障し用水供給が不能となる事態が発生し
たことから、用水の安定供給機能を強化す
るため整備事業の実施を計画しており、機
能診断経費をガイドラインに基づき負担し
ます。

　民間の専門人材を招聘し、構想の具体化や推進計画等の策定に向けた各種検討・協議
を行います。
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令
和
８
年
度
予
算　

主
要
事
業
③

希望を育むまちづくり

■ NUMATA TOMATO TOWN　構想推進事業【新規】
≪事業内容≫
・加工用トマトおてつ旅導入事業　470 千円
　加工用トマトの収穫時期は稲刈りの時期と同じ頃であり、慢性的な人手不足が大きな
課題となっている事から、おてつ旅事業を活用し課題の解消を図り、加工用トマト原料
確保、関係人口創出拡大、加工用トマト魅力発信を図ります。

・加工用トマト栽培支援事業　600 千円
　町民皆さんの家庭菜園でたくさんの加工用トマトを栽培いただくため、畑づくり（床
づくり）の支援、栽培技術の指導を行い、加工用トマトの栽培に取り組みやすい環境を
整え、家庭菜園事業参加者増加を図り、加工用トマト生産量日本一のまちを町民皆さん
と一緒に目指します。

・加工用トマト資材支援事業　450 千円
　近年の高温・干ばつ傾向、尻腐れ果多発により加工用トマトの収量が不安定となって
いる事から多発する尻ぐされ果の予防対策として灌水を実施する生産者に対し、灌水
チューブの購入に必要な経費の一部の助成・栽培技術指導を行い収量増加を目指します。

・加工用トマト機械導入事業　26,000 千円
　加工用トマト栽培は温暖化・高齢化により収穫作業が大きな負担となっており、現在
収穫は手収穫作業が主体になっておりますが、今後面積を拡大し収量増加を図るために
は大規模な圃場での栽培が必要となる事から、収穫機械・搬送機械の導入を支援し、栽
培面積の拡大・収量増加を目指します。

■ぬまたみらいわくわくアリーナプロジェクト基本構想策定事業【新規】　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,150 千円

■沼田町部活動地域展開推進事業【新規】　4,924 千円

　老朽化した町民体育館の更新にあたり、単に体育館としての機能のみでなく、子ども
たちから大人まで多くの町民が集い世代を超えた交流が生まれる場、また、災害時には
避難所としても活用できる複合型体育施設についての意見集約や必要な情報を整理し、
基本構想、計画の策定を進めます。

　国の部活動地域展開方針を受け、沼田町を含む北空知１市５町での取組を推進するた
め、部活動指導員の設置や、スポーツ指導者の資格取得補助、他市町と合同で行ってい
る部活動場所までの送迎等を実施します。
・部活動指導員報酬　　　　　　　　　　　　　2,302 千円
・部活動指導員費用弁償　　　　　　　　　　　　417 千円
・部活動送迎委託料　　　　　　　　　　　　　1,068 千円
・公認スポーツ指導者資格取得補助金　　　　　　400 千円
・バス運行経費　　　　　　　　　　　　　　　　535 千円
・沼田町部活動地域移行推進協議会　委員報酬　　173 千円
・沼田町部活動地域移行推進協議会　費用弁償　　  29 千円
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令
和
８
年
度
予
算　

主
要
事
業
④

■卓球留学準備事業【新規】

■みんなで創る「ぬまたゼロカーボン」事業【新規】　1,108 千円

■安心センター空調設備整備事業【新規】　12,000 千円

■バス転換事業【新規】　198,459 千円

　年齢や体格、性別などに関係なく、いくつになっても続けられる生涯スポーツ「卓球」
は、実績のあるクラブを招聘できれば小さな町でも一流の選手を育成できます。人間力
を育てる「卓球留学」に向け、受入れ体制の検討・準備を行います。

　ゼロカーボンシティ実現のため、町民一人ひとりが主役となり、家庭ごみの分別や光
熱水費の削減への理解を深める取り組みを行い、町民生活に無理なく、環境にも暮らし
にも優しいまちづくりに取り組みます。

　夏の暑い時期に利用する方が快適に利用していただき、また町民等が危険な暑さを避
けるための避難できるクーリングスポットとしての役割を果たせるよう冷房施設をなか
みちカフェ周辺に設備いたします。

　ＪＲ留萌本線廃止後においても、地域住民の通学・通院や日常生活に必要な移動手段
を確保するためのバスの運行を実施し、持続可能な公共交通の確保を図ります。
≪事業概要≫
・利用実態を踏まえた効率的なダイヤの編成
・既存バス事業者等への運行委託や運行補助

■交通事故死ゼロ５，０００日達成事業【新規】　563 千円

■防犯カメラ設置事業【新規】　3,800 千円

■ヒグマ対策事業【新規】　4,185 千円

■災害用ドローン購入事業【新規】　5,800 千円

　交通事故死ゼロ５０００日達成という長期的な交通安全の成果を町民と共有するた
め、達成記念大会を開催し、今後の交通安全意識の一層の向上を図ります。

　犯罪の未然防止や事故・トラブル発生時の早期解決を目的に、防犯カメラを増設し、
町民の安全・安心な生活環境を確保していきます。
・防犯カメラ設置　９台

　近年、人の生活圏にクマが出没し、町民の安全・安心を脅かす深刻な事態となってい
ることを踏まえ、緊急銃猟等の捕獲体制を強化し町民の暮らしを守る体制を整備します。

　自然災害、火災現場等の多種多様な災害に備えるために、災害用ドローンを導入し、
災害情報収集、人命救助を行い沼田町の防災力を強化します。

安心・安全に暮らせるまちづくり
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■除雪任意団体等組織設立検討事業【新規】

■自治振興協議会『害虫対策プログラム事業』　150 千円

　これまでの除雪状況の共有と持続可能な除雪体制の構築に必要な取り組みなど、事業
者との意見交換により、民間主体による任意団体等組織の設立や支援制度の構築をサ
ポートします。

　近年多発しているマイマイガなどの害虫駆除を支援するため、自治振興協議会におい
て害虫駆除用の噴霧器及び薬剤を購入し、希望する自治会や個人へ貸し出します。

町民とともに作るまちづくり

■沼田町を応援する沼田ファン交流イベント事業【新規】　4,389 千円

■電話音声録音装置導入事業【新規】　2,269 千円

　ふるさと沼田町の振興発展・認知度向上を目的に「（仮称）ＮＵＭＡＴＡファンクラブ」
を設立し、ファン（関係人口）の増加や、ふるさと納税に繋げるため、町出身者（東京
沼田会会員など）やふるさと納税をしていただいた方を対象に、「沼田町を応援する沼
田ファン交流イベント」を実施します。

　役場庁舎の電話に、発信者に対する録音ガイダンス通知機能と通話の録音機能を追加
し、電話受付の効率化とカスタマーハラスメント対策に繋げます。

その他

■防災のしおり（ハザードマップ）更新事業【新規】　1,237 千円
　現在、各ご家庭にお配りしている「防災のしおり（ハザードマップ）」は、令和２年
度に更新したものであり、その後の改正に対応し、日頃から防災への意識付けと災害発
生時に適切な行動をとれるよう情報提供に努めます。

令
和
８
年
度
予
算　

主
要
事
業
⑤
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まちのできごと
TOWN TOPICS

渡部建設がグラウンドの雪割ボランティア
子ども達の野外活動を後押し

　本格的な春の到来を前に渡部建設株式会社（渡部
克裕代表取締役社長）が、地域貢献活動の一環とし
て、小中学校グラウンドの雪割ボランティアを行っ
ていただきました。
　大型の重機を使用し、子ども達が一日でも早く外
で活動できるよう、厚く残る雪を掘り起こしていき
ました。

３
16

寺木選手フットサル全道大会出場報告
優勝目指して頑張ります

　沼田小学校（吉田純一校長）４年生の寺
て ら き ご ろ う

木吾朗さ
んが３月２１日（土）、２２日（日）江別市で開催
される第２回Ｕ - ８・Ｕ - １０フットサルリーグチャ
ンピオンズカップ２０２６に出場することから３月
１８日（水）役場を訪れました。
　寺木さんは「２回目の全道大会なので、優勝でき
るように頑張ります」と挨拶され、横山町長は「練
習成果を十分に発揮して優勝できるように頑張って
ください」と激励されました。

３
18

沼田中学校第５８回卒業証書授与式
夢と希望を抱いて新しいステージへ

　沼田学園沼田中学校（吉田久校長）の第５８回卒
業証書授与式が、３月１２日（木）執り行われました。
　吉田校長から卒業生に向けて「目先の結果だけで
はなく、失敗から学び挑戦し続けられる人になって
ください」と話され、最後に卒業生を代表して林

はやし

ゆ
ずなさんから「３年間楽しく過ごすことができたの
は先生方やクラスのみんなのおかげです。これから
新しい環境に向かって努力を惜しまず、一人一人の
目標に向かって前に進み続けます」と挨拶をされ、
卒業生１５名は３年間の思い出と未来への強い意志
を胸に、新しいステージへと羽ばたいていきます。

３
12
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商工業支援員（地域おこし協力隊）活動報告会
活動成果を発表

　商工業の振興による地域の活性化を図るため、企
業に所属して活動している商工業支援員（地域おこ
し協力隊）の活動報告会が３月２３日（月）健康福
祉総合センターで行われました。
　報告会では 5 社 7 名の隊員から活動成果や地域
への貢献、今後の活動予定について発表がありまし
た。
　最後に横山町長は「この素晴らしい取り組みを横
のつながりへ広げてさらに良いものにしてほしい」
と述べられ、地域の未来に向けた活動に期待を寄せておりました。

　夜高パトロール隊（石田隆広総隊長）の出動式が
４月６日（月）ゆめっくる駐車場で行われました。
　今回の街頭啓発は春の全国交通安全運動に合わせ
て行われ、石田総隊長は「３月に交通事故死ゼロ５，
０００日を達成しましたがこの継続にゴールはあり
ません。６，０００日を目指して、更に気を引き締
めて地域安全に努めていきましょう」と挨拶されま
した。

３
23

夜高パトロール隊出動式
安心安全なまちづくりへ４

６

まちのできごと
TOWN TOPICS

沼田小学校第１１６回卒業証書授与式
大きな希望をもち輝く未来へ

　沼田学園沼田小学校（吉田純一校長）の第１１６
回卒業証書授与式が、３月１９日（木）執り行われ
ました。
　保護者や在校生が見守る中、卒業生１８名は一人
ひとり壇上で家族や先生への感謝の気持ちや中学校
に向けた決意を話した後、卒業証書を受け取りまし
た。
　吉田校長は「卒業証書には皆さんの努力が刻まれ
ています。大きな夢をもって、自分の可能性を信じ
てこれからも努力し続けてください」と式辞を述べられました。

３
19
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　デイサービスセンターの利用者から、４月６日
（月）沼田小学校（内藤竜治校長）へ雑巾３０枚が
寄贈されました。
　児童たちの学校生活に役立ててほしいと雑巾を寄
贈され、利用者を代表して廣

ひ ろ た

田キサ子
こ

さん、石
い し だ

田ミ
ヨさん、金

かないまさよし

井正義さんが小学校を訪れ、内藤校長に
雑巾を手渡されました。

沼田小学校に雑巾を寄贈していただきました
デイサービスセンター利用者から４

６

役場主婦の会が図書カードを寄贈
読書で広がる新しい世界

　役場主婦の会（横山美紀子会長）役員が４月６日
（月）に沼田小学校（内藤竜治校長）を訪れ、春か
ら沼田小学校に通う児童へ図書カードを寄贈しまし
た。
　役場主婦の会が地域貢献活動の一環として長年
行っているもので、横山会長は図書カードを手渡し

「児童たちが安心して学校生活を送れるようによろ
しくお願いいたします」と挨拶されました。

４
６

令和８年度交通安全祈願祭
交通事故死ゼロの更なる継続を願う

　沼田町交通安全協会（西尾昌浩会長）が、４月６
日（月）沼田神社で交通安全祈願祭を執り行いまし
た。
　祈願祭に参列された全員が交通安全のタスキをか
けて交通安全と悲惨な交通事故の根絶を祈願され、
西尾会長は「３月に交通事故死ゼロ５，０００日を
達成することができました。これは各団体の交通安
全の啓発活動により、町民の皆さまが高い交通安全
意識を持ってくださった結果です。これからも変わ
らぬご協力をお願いいたします」と感謝とともに更
なる安全への決意を述べられました。

４
６
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防犯協会沼田支部が文房具を寄贈
安心、安全な登校を

　沼田町防犯協会沼田支部（石田隆広支部長）が、
４月７日（火）に行われた沼田小学校入学式後に新
１年生１３名へ鉛筆、消しゴムなどの文房具とトー
トバッグをプレゼントしました。
　プレゼントした文房具には、事件・事故に巻き込
まれないために防犯標語である「いかのおすし」や
交通ルールがイラスト付きで分かりやすく記載され
ており、石田支部長は「安心、安全に登校できるよ
うに「いかのおすし」に気を付けて毎日元気に学校
に登校してください」と話されました。

４
７

沼田中学校入学式
自分の可能性を広げる３年間に

　沼田学園沼田中学校（吉田久校長）入学式が４月
７日（火）に行われ、新入学生１７名は制服に身を
まとい、保護者や上級生に見守られながら会場へ入
場しました。
　吉田校長は新入学生に「失敗を恐れず、自分を信
じて夢と進路に向かって一歩一歩力強く歩んで行っ
てください」と話され、新入生を代表して細

ほ そ か わ ま や

川茉椰
さんは「中学生という自覚と責任をもって一生懸命
最後までやり抜きます。先生、先輩方には迷惑をか
けることがあるかもしれませんが、時には、厳しく、
優しく私たちを導いてください」と力強く挨拶されました。

４
７

沼田小学校入学式
楽しく学び、楽しく遊ぶ

　沼田学園沼田小学校（内藤竜治校長）入学式が４
月７日（火）に行われ、１３名の児童が保護者や在
校生が見守るなか、６年生と手をつなぎ元気いっぱ
いの笑顔で入場しました。
　内藤校長は「これから小学校生活が始まりますが、
かしこく、仲良く、たくましくの３つを大切に生活
して楽しく学び、遊び、一緒に成長していきましょ
う」と１年生に声をかけられました。

４
７
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全日本ジュニアスキー選手権大会出場報告
大回転・回転で全国５位入賞

　沼田中学校（吉田久校長）１年生の伊
い と う ち え み

藤千咲さん
が３月２４日（火）から２９日（日）に上士幌町で
開催されたＪＯＣジュニアオリンピックカップに出
場し、回転、大回転で全国５位に入賞しました。
　伊藤さんは「今年は完走して５位に入賞すること
ができて良かったです」と挨拶され、横山町長は「５
位入賞おめでとうございます。来年に向けて技術を
向上させて優勝できるように頑張ってください」と
激励されました。

４
８

　夜高あんどん祭り５０回事業や子ども達への
スポーツ振興事業発展のため、広進工業株式会
社の廣

ひ ろ の た つ や

野辰也代表取締役から沼田町へ寄附をい
ただきました。
　横山町長は、「この度のご厚意、心より感謝申
し上げます。夜高あんどん祭り５０回事業と子
ども達のスポーツ振興に使わせていただき、よ
り良いまちづくりを進めてまいります」とお礼
の言葉を述べられました。

　長年にわたり公平委員としてご活躍された
田
た じ ま ひ ろ ゆ き

島博幸氏（沼田４）に町長より感謝状が手渡
されました。
　田島氏は平成２０年９月から１７年６カ月、
また令和２年からは委員長としてご活躍いただ
き、横山町長は「長年のご尽力に感謝いたしま
す。今後も行政運営へのご協力お願いいたしま
す」と話されました。

広進工業株式会社から広進工業株式会社から
　　　　　　　　　　　　　沼田町へ寄附をいただきました　　　　　　　　　　　　　沼田町へ寄附をいただきました

公平委員を退任された田島氏に感謝状を贈呈公平委員を退任された田島氏に感謝状を贈呈

まちのできごと
TOWN TOPICS
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ようこそ！沼田町へようこそ！沼田町へ
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志氏 が就任
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　このたび、町立沼田厚生クリニックの院長に就任いたしました。地域の皆様に支えられてきた歴史
あるクリニックの院長という重責を担うこととなり、大きな責任とともに身の引き締まる思いでおり
ます。
　沼田町にお住まいの皆さまが、安心して医療を受けられる環境を守り続けることは、私たちの最も
大切な使命です。地域医療を取り巻く環境は年々変化しておりますが、どのような時代であっても「地
域の皆さまの健康と暮らしを支えるクリニック」であり続けることを目標に、職員一同力を合わせて
取り組んでまいります。
　また、患者さんお一人おひとりの声に耳を傾け、思いやりのある医療の提供に努めてまいります。
地域の皆さまに信頼され、気軽に相談できるクリニックであり続けられるよう、医療の質の向上と安
全で暖かい医療環境作りに努めてまいります。
　今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

　鳥本院長の退職に伴い、常勤の外科医が不在となることから後任とし
て、旭川市大雪病院から整形外科専門医の西田恭博医師が毎週第２・４
金曜日の午前９時から１１時半（予約制）診療することとなりました。

　この度、ご縁がありまして沼田町の医療に携われることになりまし
た西田です。生まれ育ちは深川市一已です。以前から、生まれ育った
北空知の皆さんに恩返しが出来ればと思っておりましたが、今回この
ような機会に恵まれ嬉しく思っています。関節の痛み、打ち身捻挫な
ど怪我でお困りの方は遠慮せず受診してください。

※外科については４月２４日（金）から開始となります。

略歴
昭和６１年　3 月　旭川医科大学卒業 
昭和６１年　5 月　旭川医科大学第三内科入局
　　　　　　　　　（旭川医科大学病院） 
昭和６２年　4 月　旭川厚生病院 内科研修医 
昭和６３年　4 月　国立療養所道北病院 内科医師 
平成　2 年　4 月　旭川医科大学 第一病理学講座 
平成　8 年　4 月　医療法人社団はらだ病院 医師 
平成　9 年　4 月　遠軽厚生病院 内科医師 
平成１２年   4 月　医療法人中島病院 医師 
平成１５年１０月　旭川厚生病院 消化器科医師
専　門　消化器内科（特に肝臓内科）
趣　味　ゴルフ、旅行

斎
さいとう

藤　義
よしのり

徳 院長

◆お問合せ先　保健福祉課健康グループ　　　　☎３５－２１２０

外科に医師応援派遣として、旭川市大雪病院から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　西

にしだやすひろ

田恭博医師が派遣

新たな診療体制に！斎藤院長が就任
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沼田小学校

沼田中学校

内
ないとう

藤 竜
りゅうじ

治

佐
さ さ

々 謙
のりあき

彰

板
いたくら

倉 美
みす ず

鈴

奥
おくやま

山 亜
あ や

弥

内
うち の

野　信
まこと

木
きむ ら

村 梨
り の

乃

渡
わたなべ

辺 優
ゆ う

生

南
みなみ

　民
たみ お

雄

白
しらはた

幡 美
みゆ き

幸

吉
よし だ

田 沙
さ ほ

穂

髙
たか だ

田 裕
ゆ み

美

山
やまさき

崎 里
り か

香

出身地：札幌市出身地：札幌市
趣　味：ウォーキング、登山趣　味：ウォーキング、登山
前任校：秩父別中学校前任校：秩父別中学校
抱　負：伝統を大切にしながら抱　負：伝統を大切にしながら
　　　　地域と連携した温かい　　　　地域と連携した温かい
　　　　学校づくりに努めてま　　　　学校づくりに努めてま
　　　　いります。　　　　いります。

出身地：札幌市出身地：札幌市
趣　味：旅行、スポーツ観戦趣　味：旅行、スポーツ観戦
前任校：岩見沢市立豊中中学校前任校：岩見沢市立豊中中学校
抱　負：あんどん祭りで力にな抱　負：あんどん祭りで力にな
　　　　れるように頑張ります。　　　　れるように頑張ります。

出身地：稚内市出身地：稚内市
趣　味：アウトドア全般、趣　味：アウトドア全般、
　　　　スポーツ観戦　　　　スポーツ観戦
抱　負：子ども達とのつながり抱　負：子ども達とのつながり
　　　　を大切に毎日を過ごし　　　　を大切に毎日を過ごし
　　　　ていきたいです。　　　　ていきたいです。

出身地：旭川市出身地：旭川市
趣　味：料理、ドラマを見ること趣　味：料理、ドラマを見ること
卒業校：茨城大学卒業校：茨城大学
抱　負：精一杯頑張ります。抱　負：精一杯頑張ります。

出身地：遠軽町出身地：遠軽町
趣　味：楽器（チューバ演奏）趣　味：楽器（チューバ演奏）
前任校：新十津川小学校前任校：新十津川小学校
抱　負：精一杯頑張ります！抱　負：精一杯頑張ります！

出身地：札幌市出身地：札幌市
趣　味：編み物趣　味：編み物
前任校：弘前大学前任校：弘前大学
抱　負：子ども達が安心して学抱　負：子ども達が安心して学
　　　　校生活を送れるよう頑　　　　校生活を送れるよう頑
　　　　張ります。　　　　張ります。

出身地：沼田町出身地：沼田町
趣　味：バスケットボール、温泉趣　味：バスケットボール、温泉
卒業校：北海道教育大学札幌校卒業校：北海道教育大学札幌校
抱　負：子どもとともに成長し抱　負：子どもとともに成長し
　　　　ていきたいです　　　　ていきたいです

出身地：稚内市出身地：稚内市
趣　味：スノーボード趣　味：スノーボード
前　職：ネイパル砂川前　職：ネイパル砂川
抱　負：挑戦し続けていく姿勢抱　負：挑戦し続けていく姿勢
　　　　でやっていきます　　　　でやっていきます

出身地：苫小牧市出身地：苫小牧市
趣　味：バスケ、キャンプ趣　味：バスケ、キャンプ
前　職：深川めぐみ幼稚園前　職：深川めぐみ幼稚園
抱　負：事務職は初めてですが、抱　負：事務職は初めてですが、
　　　　一生懸命頑張ります。　　　　一生懸命頑張ります。

出身地：北広島市出身地：北広島市
趣　味：お菓子作り、ビーズ細工趣　味：お菓子作り、ビーズ細工
前任校：芦別小学校前任校：芦別小学校
抱　負：授業や子ども達との関抱　負：授業や子ども達との関
　　　　わり、行事等、何事も　　　　わり、行事等、何事も
　　　　全力投球したいと思い　　　　全力投球したいと思い
　　　　ます！　　　　ます！

出身地：伊達市出身地：伊達市
趣　味：音楽鑑賞、ドライブ趣　味：音楽鑑賞、ドライブ
　　　　カラオケ　　　　カラオケ
前任校：一已中学校前任校：一已中学校
抱　負：沼田の子ども達のため抱　負：沼田の子ども達のため
　　　　にできることを精一杯　　　　にできることを精一杯
　　　　やらせていただきます。　　　　やらせていただきます。

出身地：兵庫県出身地：兵庫県
趣　味：スポーツ観戦、趣　味：スポーツ観戦、
　　　　音楽鑑賞　　　　音楽鑑賞
卒業校：兵庫県立福崎高校卒業校：兵庫県立福崎高校
抱　負：毎日、笑顔で元気に児抱　負：毎日、笑顔で元気に児
　　　　童の皆さんと過ごした　　　　童の皆さんと過ごした
いです。いです。

校長

教頭

教諭

教諭

養護教諭 事務職員

教諭

教諭

教諭

教諭

支援員

養護教諭

４月から沼田小学校に８名、沼田中学校
に５名の新しい先生が着任いたしました
ので紹介いたします。

出身地：大阪府出身地：大阪府
趣　味：バスケットボール、映画趣　味：バスケットボール、映画
前任校：浦河町立荻伏中学校前任校：浦河町立荻伏中学校
抱　負：日々の積み重ねを大切抱　負：日々の積み重ねを大切
　　　　にし、自己成長に繋げ　　　　にし、自己成長に繋げ
　　　　ていきたいです。　　　　ていきたいです。

國
くにした

下 直
なおひろ

大 教諭
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河河
かわいか わ い

合合　　悠悠
ゆうまゆ う ま

真真

向向
むかいむ か い

井井　　雄雄
ゆうじゆ う じ

二二

菊菊
きくちき く ち

地地　　海海
かいとか い と

斗斗

土土
つちやつ ち や

屋屋　　陽陽
ひなたひなた

後後
ごと うご と う

藤藤　　梨梨
り り はり り は

里葉里葉

宮宮
みやわきみやわき

脇脇　　衣衣
え りえ り

李李

小小
こいずみこいずみ

泉泉　　宏宏
こうたこ う た

太太

中中
なかたな か た

田田　　凌凌
りょうかりょうか

楓楓

所　属：農業推進課所　属：農業推進課
出身地：東京都出身地：東京都
趣　味：料理、釣り、その他多数趣　味：料理、釣り、その他多数
抱　負：大学生の頃に何度もお世話になった沼田町抱　負：大学生の頃に何度もお世話になった沼田町
　　　　に出来る限り多くの恩返しがしたいです！　　　　に出来る限り多くの恩返しがしたいです！

所　属：建設課所　属：建設課
出身地：深川市出身地：深川市
趣　味：スキー、ＤＩＹ趣　味：スキー、ＤＩＹ
抱　負：民間での経験を活かし、沼田町に貢献して抱　負：民間での経験を活かし、沼田町に貢献して
　　　　まいります。　　　　まいります。

所　属：深川地区消防組合沼田支署所　属：深川地区消防組合沼田支署
出身地：旭川市出身地：旭川市
趣　味：サッカー、フットサル趣　味：サッカー、フットサル
抱　負：1 日でも早く仕事を覚えて、沼田町に貢献抱　負：1 日でも早く仕事を覚えて、沼田町に貢献
　　　　できるよう努力してまいります。　　　　できるよう努力してまいります。

所　属：所　属：深川地区消防組合沼田支署深川地区消防組合沼田支署
出身地：芽室町出身地：芽室町
趣　味：サッカー、ドライブ趣　味：サッカー、ドライブ
抱　負：町民の皆さまから信頼される消防士になれ抱　負：町民の皆さまから信頼される消防士になれ
　　　　るよう全力で頑張ります。　　　　るよう全力で頑張ります。

所　属：総務財政課所　属：総務財政課
出身地：深川市出身地：深川市
趣　味：コスメ集め、フルート趣　味：コスメ集め、フルート
抱　負：沼田町で働けることを嬉しく思っています。抱　負：沼田町で働けることを嬉しく思っています。
　　　　一日でも早く業務に慣れて、皆様のお役に　　　　一日でも早く業務に慣れて、皆様のお役に
　　　　立てるよう精一杯努力してまいります。　　　　立てるよう精一杯努力してまいります。

所　属：教育委員会教育課所　属：教育委員会教育課
出身地：沼田町出身地：沼田町
趣　味：趣　味：木工、ゲームをやること、見ること、作ること木工、ゲームをやること、見ること、作ること
抱　負：初めてことだらけですが、たくさん学び、抱　負：初めてことだらけですが、たくさん学び、
　　　　楽しみながら頑張ってまいります。　　　　楽しみながら頑張ってまいります。

所　属：所　属：深川地区消防組合沼田支署深川地区消防組合沼田支署
出身地：札幌市出身地：札幌市
趣　味：サウナ、サッカー趣　味：サウナ、サッカー
抱　負：町民の方に安心してもらえるように日々、抱　負：町民の方に安心してもらえるように日々、
　　　　全力で頑張ります。　　　　全力で頑張ります。

所　属：産業創出課所　属：産業創出課
　　　　（北海道職員派遣職員）　　　　（北海道職員派遣職員）
出身地：日高町出身地：日高町
趣　味：歌うこと趣　味：歌うこと
抱　負：早く皆様のお役に立てるよう頑張ります！抱　負：早く皆様のお役に立てるよう頑張ります！
　　　　よろしくお願いします！　　　　よろしくお願いします！

新規採用職員の紹介新規採用職員の紹介
沼田町職員

　４月から沼田町の職員として働いている職員８名、地域おこし協力隊
４名の皆さんを紹介いたします。
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　インドネシアの東ランプン出身のフィンカ アウリヤ プトリ ラハ
マダニさんは、養護老人ホーム和風園で介護サポート員として活動し
ています。
　趣味は、踊ること、日本でやってみたいことは、大雪山を登山する
ことです。
　利用者さんに笑顔で接して、たくさん「ありがとう」と言ってもら
えるように早く仕事を覚えて頑張ります。

　インドネシアの中部ランプン出身のアニタ アプリリアナ ベラ ス
スウィタさんは、養護老人ホーム和風園で介護サポート員として活動
しています。
　趣味は、歌うこと、日本でやってみたいことは、ぜるぶの丘に行く
ことです。
　利用者さんの笑顔を見ると嬉しいので、早く仕事を覚えたいです。

　インドネシアの東ランプン出身のエラ ユミタさんは、特別養護老
人ホーム旭寿園で介護サポート員として活動しています。
　趣味は、料理をすること、日本でやってみたいことは、スキーをす
ることです。
　利用者さんが笑顔で幸せに暮らせるように、たくさんお話しして信
頼関係を築きたいです。

　インドネシアのギリケロポムルヨ ランプン出身のドラ ベビオラさ
んは、特別養護老人ホーム旭寿園で介護サポート員として活動してい
ます。
　趣味は、料理をすること、日本でやってみたいことは、旭山動物園
に行くことです。
　利用者さんと一緒に笑いながら、楽しんで仕事をしたいです。

フィンカ アウリヤ プトリ ラハマダニさんフィンカ アウリヤ プトリ ラハマダニさん

アニタ アプリリヤナ ベラ ススウィタさんアニタ アプリリヤナ ベラ ススウィタさん

エラ ユミタさんエラ ユミタさん
ERAERA

DORADORA

YUMITAYUMITA

VEBIOLAVEBIOLA

ドラ ベビオラさんドラ ベビオラさん

地域おこし協力隊

FINKAFINKA

ANITAANITA

AULIYAAULIYA

APRILIYANAAPRILIYANA

PUTRIPUTRI

BELABELA

RAHMADHANIRAHMADHANI

SUSWITASUSWITA
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　３月１０日（木）に開会された定例議会にお
いて、公平委員に鈴

すずきかずとし

木一稔氏（東予）が任命され、
横山町長から委嘱状をを交付いたしました。
　横山町長は「行政運営のため、どうぞよろし
くお願いいたします」と話されました。
　任期は令和１２年３月２６日までの４年間で
す。

　町内在住の身体や知的に障がいのある方への
相談に応じ、障がい者の方の社会参加に関する
活動などへの協力を行う、身体障がい者相談員
に沼

ぬ ま た は る こ

田晴子氏（市内４）、知的障がい者相談員
に込

こ み や ま あ や の

山綾乃氏（共成）に委嘱状を交付いたしま
した。
　横山町長は「町民が誰しも安心して暮らせる
環境づくりにご協力お願いいたします」と話さ
れました。
　任期は令和１０年３月３１日までの２年間です。

公平委員に鈴木一稔氏を任命しました公平委員に鈴木一稔氏を任命しました

身体障がい者相談員に沼田晴子氏身体障がい者相談員に沼田晴子氏
知的障がい者相談員に込山綾乃氏を任命しました知的障がい者相談員に込山綾乃氏を任命しました

　総務省の地域活性化起業人制度を活用して株式会社イ
ンサイト（東京都港区：浅井一代表取締役）から地域活
性化支援員として橋

はしうらこうた

浦洸太さん、Compassionate Nexus
合同会社（京都府：浦田有佳里代表社員）からシリコン
バレー構想推進アドバイザーに阿

あ べ ひ ろ き

部裕樹さんの２名へ委
嘱状を交付しました。
　橋浦さんは株式会社まちづくりぬまたで沼田町のシ
ティープロモーションなどを行い更なる地域活性化を図
り、阿部さんは産業創出課で「沼田版シリコンバレーＬ
ＡＢＯ構想」の実現などについて支援していただきます。

▲橋浦紘汰さん（左）と阿部裕樹さん（中）

更なる地域活性化のために
　　　　　　　　地域活性化起業人を委嘱しました
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【
沼
田
町
機
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図
】

【
沼
田
町
機
構
図
】
令
和
令
和
８８
年
４
月
１
日
現
在

年
４
月
１
日
現
在
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※拡大した機構図をお求めの方は、総務財政課までお問合せください。
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ふ
る
さ
と
創
造
懇
談
会

ふ
る
さ
と
創
造
懇
談
会

　

ふ
る
さ
と
創
造
懇
談
会
を
3
月
25
日

（
水
）、
26
日
（
木
）、
27
日
（
金
）
の
３

日
間
、
町
内
３
カ
所
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
広
報
で
は
、
当
日
お
受
け
し
ま

し
た
質
問
を
中
心
に
内
容
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
更
に
詳
し
い
説
明

を
聞
き
た
い
方
は
役
場
総
務
財
政
課
ま
で

お
問
合
せ
い
た
だ
き
ま
す
と
、
担
当
者
に

お
繋
ぎ
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
ま
ち
づ
く
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

■
ま
ち
づ
く
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

に
つ
い
て

に
つ
い
て

■
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ

■
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ  

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ  

　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
加
工
用
ト
マ
ト

　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
加
工
用
ト
マ
ト

　
作
付
奨
励
・
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
作
付
奨
励
・
支
援
事
業
に
つ
い
て

■
新
し
い
交
通
体
系
に
つ
い
て

■
新
し
い
交
通
体
系
に
つ
い
て

　

農
業
、
産
業
、
子
育
て
な
ど
項
目
別

に
事
業
内
容
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
担
当
部
署
も
電
話
番
号
と
併

せ
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
町
の
特
産
品
で
あ
る
「
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
」
や
「
ケ
チ
ャ
ッ
プ
」
は
、

多
く
の
消
費
者
か
ら
好
評
を
得
て
お

り
、「
加
工
用
ト
マ
ト
生
産
量
日
本
一
」

を
目
指
し
、
ト
マ
ト
を
入
口
に
町
づ
く

り
を
図
る
「
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｔ
Ｏ
Ｍ

Ａ
Ｔ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
構
想
」
を
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
近
年
は
気
候
の
変
化
な

ど
に
よ
り
収
量
が
減
少
し
て
お
り
、
翌

年
の
製
造
ま
で
に
お
い
て
欠
品
が
生
じ

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

原
料
で
あ
る
「
加
工
用
ト
マ
ト
」
の

確
保
を
図
る
た
め
、令
和
８
年
度
か
ら
、

新
た
な
作
付
奨
励
事
業
や
栽
培
支
援
、

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
拡
充
を
実

施
い
た
し
ま
す
の
で
、
少
な
い
本
数
か

ら
で
も
結
構
で
す
の
で
、
加
工
用
ト
マ

ト
の
栽
培
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ま
ず
、
家
庭
菜
園
で
の
栽
培
に
つ
い

て
で
す
が
、
新
た
に
二
つ
の
奨
励
・
支

援
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

作
付
奨
励
事
業
で
す
が
、
出
荷
い
た

だ
い
た
ト
マ
ト
は
１
キ
ロ
・
40
円
（
税

込
）
で
買
い
取
り
と
な
り
ま
す
が
、
新

た
な
奨
励
事
業
と
し
て
、
出
荷
１
キ
ロ

に
つ
き
３
円
を
買
入
額
と
は
別
に
交
付

　

今
月
末
を
も
っ
て
運
行
を
終
了
す
る

JR
に
替
わ
り
、
４
月
１
日
よ
り
バ
ス
が

沼
田
・
深
川
間
を
結
ぶ
「
新
た
な
交
通

手
段
」
と
し
て
運
行
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
速
達
性
を
重
視
す
る
と
と
も

に
、
朝
方
の
一
つ
の
便
の
み
深
川
西
高

校
を
終
着
と
す
る
直
通
便
に
加
え
て
、

旭
川
・
札
幌
方
面
へ
の
JR
と
の
接
続
性

に
も
配
慮
し
て
バ
ス
事
業
者
３
者
と
調

整
を
図
っ
た
う
え
で
、
バ
ス
の
時
刻
表

を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

運
行
す
る
バ
ス
に
関
し
ま
し
て
は
、

本
町
か
ら
JR
深
川
駅
ま
で
を
朝
夕
、
夜

間
、
速
達
便
と
し
て
乗
車
時
間
を
極
力

短
縮
し
た
中
で
運
行
さ
れ
る
「
道
北
バ

ス
」
と
、
定
期
券
を
お
持
ち
の
学
生
用

と
し
て
、
JR
深
川
駅
ま
で
運
行
さ
れ
る

「
明
日
萌
観
光
バ
ス
」、
そ
し
て
深
川
市

立
病
院
発
着
と
し
て
日
中
運
行
す
る

「
空
知
中
央
バ
ス
」
の
３
事
業
者
に
よ

り
、
平
日
19
便
、
土
日
祝
日
13
便
が
運

行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

次
に
栽
培
支
援
と
し
て
、
現
在
、
各

ご
家
庭
の
家
庭
菜
園
に
て
加
工
用
ト
マ

ト
を
栽
培
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

春
先
の
「
畑
お
こ
し
・
畝
た
て
・
マ
ル

チ
張
り
」
と
い
っ
た
作
業
が
大
き
な
負

担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
加
工
用

ト
マ
ト
の
畑
の
「
床
づ
く
り
」
を
町
で

作
業
・
経
費
負
担
を
行
い
、
新
た
に
支

援
さ
せ
て
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

床
づ
く
り
前
の
肥
料
の
準
備
・
散

布
、
ま
た
栽
培
管
理
・
収
穫
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
皆
さ
ん
で
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
収
穫
し
た
ト
マ
ト
は
、
コ
ー
ミ

北
の
ほ
た
る
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
て
、
日

に
ち
を
決
め
て
集
荷
い
た
し
ま
す
。

　

お
友
達
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
栽

培
を
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
の
で
、
10
本
・
20
本
と
い
っ
た
本
数

か
ら
で
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

農
業
者
向
け
の
新
規
事
業
で
す
が
、

秋
の
ト
マ
ト
出
荷
は
、
ピ
ー
ク
時
期
が

集
中
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
出
荷
を
出

来
る
だ
け
平
準
化
す
る
た
め
、
ピ
ー
ク

時
期
よ
り
早
く
出
荷
い
た
だ
い
た
加
工

用
ト
マ
ト
に
つ
い
て
は
、
出
荷
奨
励
金

に
１
キ
ロ
当
た
り
３
円
を
「
早
出
し
奨

励
金
」
と
し
て
上
積
み
し
て
交
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
マ
ト
栽
培
に
お
い
て
「
尻

ぐ
さ
れ
」
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
要
因
の
一
つ
と
し
て
水
不
足
に
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よ
り
土
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
う
ま
く
吸

収
で
き
な
い
事
が
言
わ
れ
て
お
り
、
収

量
減
少
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
新
た
に
灌
水
チ
ュ
ー
ブ
の
購
入
費

助
成
を
行
な
い
ま
す
。

　

次
に
、
拡
充
事
業
と
し
て
「
作
付
奨

励
金
の
増
額
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ

れ
ま
で
買
入
単
価
と
は
別
に
、
１
キ
ロ

当
た
り
３
円
の
奨
励
金
を
出
荷
量
に
応

じ
て
交
付
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和

８
年
度
か
ら
１
キ
ロ
当
た
り
７
円
の
増

額
を
行
い
10
円
と
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
人
手
不
足
対
策
と
し
て
【
お
て

つ
旅
】
と
い
う
【
お
手
伝
い
】
と
【
旅
】

を
楽
し
み
な
が
ら
、
収
穫
に
従
事
い
た

だ
く
人
と
生
産
者
を
繋
ぎ
、
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
事
業
や
人
手
不
足
や
身

体
的
負
担
な
ど
の
課
題
を
解
決
し
、
栽

培
面
積
・
収
量
の
増
加
を
図
る
「
加
工

用
ト
マ
ト
の
収
穫
機
械
導
入
」
に
も
新

た
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
栽
培
す
る
か
分
か
ら
な
い
け

ど
、
ご
興
味
が
あ
る
・
ち
ょ
っ
と
聞
い

て
み
た
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
農
業
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

沼
田
町
が
進
め
て
い
る 

「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
」に
向
け
て
今
年
度
強
化
す
る「
資

源
ご
み
の
回
収
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
沼
田
町
で
は
ご
み
処
理
費
用

と
し
て
、
毎
年
４
８
０
０
万
円
以
上
の

■
資
源
ご
み
回
収
強
化
に
つ
い
て

■
資
源
ご
み
回
収
強
化
に
つ
い
て

処
理
費
用
を
支
払
っ
て
お
り
、
非
常
に

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
番
多
い
の
は
「
燃
え
る
ゴ
ミ
」
で

年
間
約
４
０
０
ト
ン
に
の
ぼ
り
ま
す

が
、
実
は
こ
の
中
に
は 

本
来
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
「
雑
紙
」
が
約
２
割
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
雑
紙
」
を
分
別
す
る
こ
と
で
、

町
に
も
住
民
の
皆
様
に
も
３
つ
の
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。
１
つ
目

は
、
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
で 

処
理
費

用
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
２
つ
目

は
、
分
け
た
資
源
を
売
却
す
る
こ
と
で 

町
の
「
収
入
」
に
変
え
ら
れ
ま
す
。
３

つ
目
は
町
民
の
皆
さ
ん
が
使
用
す
る 

ゴ
ミ
袋
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
「
雑
紙
」
と
言
わ
れ
る
お
菓

子
の
箱
や
封
筒
、
包
装
紙
な
ど
、
身
近

な
紙
の
ほ
と
ん
ど
が
、
資
源
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
を
紙
袋
に
入
れ
た
り
、
ヒ

モ
で
縛
っ
た
り
す
る
だ
け
で 

燃
え
る

ゴ
ミ
が
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

缶
詰
の
缶
な
ど
も
、
サ
ッ
と
洗
う
だ
け

で
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
で
は
な
く 
資
源

ゴ
ミ
と
し
て
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
の
取
組
を
町
民
の
皆
様
が
無
理
せ

ず
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
資

源
ご
み
を
お
持
込
い
た
だ
け
る
と
「
Ｎ

ｕ
ｍ
ａ
Ｃ
ａ
ポ
イ
ン
ト
」
お
渡
し
す
る

「
も
っ
と
！
ぬ
ま
た
リ
サ
イ
ク
ル
大
作

戦
」
と
い
う
事
業
を
始
め
ま
す
。

　

皆
様
一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た

行
動
が
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
現
に
向
け

た
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま
す
の
で
、
無

理
の
な
い
範
囲
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
沼
田
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

■
沼
田
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

　
　
　
　
　
　
診
療
体
制
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
診
療
体
制
に
つ
い
て

　

沼
田
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
で
あ

る
鳥
本
医
師
が
定
年
退
職
と
な
る
た

め
、
令
和
８
年
度
か
ら
新
た
な
診
療
体

制
と
な
り
ま
す
。

　

鳥
本
院
長
の
後
任
と
し
て
旭
川
厚
生

病
院
の
消
化
器
内
科
に
勤
務
さ
れ
て
い

る
斎さ

い
と
う
よ
し
の
り

藤
義
徳
医
師
を
院
長
に
迎
え
、
兼

村
医
師
と
２
名
体
制
で
内
科
の
診
療
に

当
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

外
科
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旭
川
大
雪

病
院
か
ら
応
援
派
遣
と
し
て
西に

し
だ
や
す
ひ
ろ

田
恭
博

医
師
に
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
の
午
前

中
に
診
療
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皮
膚

科
・
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
は
変
更
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

　

町
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
沼
田
厚
生
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
連
携
し
、
引
き
続
き
町
民

の
皆
様
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
な
医
療

体
制
が
図
れ
る
よ
う
務
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の

間
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
証
実
験

と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
福
祉

有
償
車
両
の
運
行
が
４
月
よ
り
本
格
運

行
と
な
り
ま
す
。

　

運
行
体
制
が
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
と

な
り
、
ご
自
分
で
公
共
交
通
機
関
を
利

用
で
き
な
い
方
を
対
象
に
自
宅
か
ら
深

川
市
立
病
院
の
間
を
送
迎
い
た
し
ま

す
。
実
施
主
体
は
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て
で
す

が
、
少
子
化
に
よ
り
全
国
的
に
部
活
動

の
地
域
展
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

や
学
校
で
は
教
員
数
の
減
少
、
専
門
的

に
指
導
で
き
る
教
員
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
部
活
動
の

継
続
が
難
し
く
な
る
た
め
、
学
校
、
地

■
部
活
動
地
域
展
開
の

■
部
活
動
地
域
展
開
の

　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
に
つ
い
て

　

老
朽
化
が
進
む
体
育
施
設
の
今
後
に

つ
い
て
で
す
が
、
町
民
体
育
館
は
一
般

の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
て
お
り
、
主
に

定
期
利
用
団
体
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

現
状
築
50
年
以
上
が
経
過
し
て
お

り
、
町
民
体
育
館
、
中
学
校
の
体
育
館

共
に
老
朽
化
が
進
み
、
健
全
度
や
耐
震

指
標
が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

優
先
的
に
改
修
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
住
民
や
各
団
体
の
意
見
を

幅
広
く
聴
取
す
る
た
め
に
話
し
合
い
の

場
を
設
け
て
、
建
設
の
可
否
も
含
め
て

将
来
の
体
育
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

話
し
合
い
、基
本
方
針
を
ま
と
め
ま
す
。

そ
の
後
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定

作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
費
、
施
設
の
規
模
、
建
築
場
所
、

利
用
方
法
な
ど
も
含
め
て
皆
様
と
検
討

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

■
ぬ
ま
た
み
ら
い
わ
く
わ
く

■
ぬ
ま
た
み
ら
い
わ
く
わ
く

　
　
ア
リ
ー
ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　
　
ア
リ
ー
ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
に
つ
い
て

域
（
各
団
体
）、
教
育
委
員
会
が
連
携

し
な
が
ら
地
域
指
導
者
を
育
成
す
る
な

ど
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

沼
田
中
で
は
、
卓
球
部
以
外
は
合
同

で
部
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
、
近
隣
の

中
学
校
で
も
生
徒
数
が
減
っ
て
部
活
動

の
選
択
肢
も
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
合
同
で
部
活
動
を
行
な
っ
て
い
る

中
学
校
が
ほ
と
ん
ど
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
子

ど
も
達
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
、
文
化
環
境

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
教
育
行
政
が
責

任
を
持
っ
て
部
活
動
の
改
革
を
進
め
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
令
和
８

年
度
は
、
地
域
で
指
導
で
き
る
方
を
部

活
動
指
導
員
と
し
て
依
頼
し
て
い
き
、

専
門
性
や
経
験
を
活
か
し
た
指
導
者
、

そ
し
て
地
域
指
導
者
の
育
成
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

子
ど
も
達
の
部
活
動
を
守
る
た
め
に

は
、町
民
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

持
続
可
能
な
環
境
を
作
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
の
地
域
展
開
と
あ
わ

せ
て
、卓
球
留
学
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
札
幌
国
際

大
学
と
協
力
し
て
卓
球
の
名
門
ク
ラ
ブ

を
全
国
か
ら
誘
致
し
て
、
中
学
生
、
小

学
生
、
沼
田
の
子
ど
も
達
も
含
め
て
卓

球
の
練
習
を
沼
田
町
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
卓
球
ク
ラ
ブ
誘
致
に
よ
っ
て
、

高
校
・
大
学
と
の
連
携
の
道
を
探
り
な

が
ら
子
ど
も
達
が
活
躍
で
き
る
環
境
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
卓
球
留
学
が
北
海
道
の
地

域
ク
ラ
ブ
の
モ
デ
ル
に
な
れ
る
よ
う
体

制
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
が
そ
こ
で
活
躍
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
人
材
育
成
に
も
繋
が
り
、

そ
れ
が
地
域
で
循
環
し
て
い
く
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

■
主
な
質
問

■
主
な
質
問

Ｑ 

加
工
用
ト
マ
ト
の
苗
は
何
本
か
ら

　

 

で
も
も
ら
え
る
の
か
？

Ａ 

何
本
か
ら
で
も
可
能
で
す
。
ま
た

　

 

少
な
い
本
数
で
も
マ
ル
チ
作
業
は

　

 

行
い
ま
す
。

Ｑ 

福
祉
有
償
車
両
は
一
定
の
期
間
だ

　

 

け
の
利
用
も
で
き
る
の
か
？

Ａ 

事
前
申
請
が
必
要
で
す
が
、
利
用

　

 

す
る
方
に
よ
っ
て
柔
軟
に
対
応
さ

　

 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ 

友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
た
台
湾

　

 

瑞
穂
郷
と
の
進
展
は
？

Ａ 

令
和
７
年
に
台
湾
瑞
穂
郷
を
訪
問

　

 

し
ま
し
た
。
町
と
し
て
は
雪
を
見

　

 

て
も
ら
っ
た
り
、
太
鼓
な
ど
の
文

　

 

化
交
流
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

部
活
動
で
合
同
活
動
を
し
て
い
く

　

 

中
で
市
町
村
間
の
対
応
に
差
が
な

　

 

い
よ
う
し
て
ほ
し
い
。

Ａ 

北
空
知
で
助
成
金
や
送
迎
な
ど
同

　

 

じ
支
援
、
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ

　

 

う
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

子
ど
も
が
減
少
傾
向
で
あ
る
。

　

 

町
と
し
て
増
や
す
た
め
の
施
策
は

　
 

あ
る
の
か
？
ま
た
、
障
が
い
を
持

　
 

つ
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
と
聞
く

　

 
が
、
そ
の
子
へ
の
対
応
や
町
外
か

　

 
ら
受
け
入
れ
る
案
は
あ
る
の
か
？

Ａ 

令
和
８
年
度
か
ら
「
沼
田
認
定
こ

　

 

ど
も
園
発
達
支
援
室
ぽ
ぷ
ら
」
を

　

 

沼
田
保
育
園
で
開
設
し
ま
す
。
そ

　

 

こ
で
は
子
ど
も
の
ケ
ア
や
保
護
者

　

 

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
い
ま
す
。

Ｑ 

バ
ス
転
換
後
、
通
勤
で
の
定
期
利

　

 

用
は
把
握
し
て
い
る
か
？
ま
た
通

　

 

勤
者
へ
の
何
ら
か
の
支
援
は
考
え

　

 

て
い
る
の
か
？

Ａ 

正
確
な
数
字
を
抑
え
て
い
ま
せ
ん

　

 

が
、
JR
か
ら
は
数
名
程
度
と
聞
い 

　

 

て
い
ま
す
。
高
校
生
以
外
は
、
JR

　

 

に
申
請
し
て
い
た
だ
き
補
助
さ
れ

　

 

ま
す
。
ま
た
、
町
と
し
て
は
町
外

　

 

に
通
勤
し
て
い
る
方
に
通
勤
手
当

　

 

の
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
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　町内における犯罪件数
侵入盗 非侵入盗 粗暴犯 わいせつ犯 その他 合計

令和 ７ 年 １ ０ ０ ０ ０ １
令和 ８ 年 ０ ０ ０ ０ ０ ０

交通事故の発生状況（令和８年３月末現在）
町内における交通事故件数

人身事故 物損事故
令和 ７ 年 ０ 令和 ７ 年 １５
令和 ８ 年 １ 令和 ８ 年 ７

犯罪の発生状況（令和８年３月末現在）

１．ヒグマ出没情報を確認する。
　　自治体のホームページや新聞、テレビなどでヒグマの出没情報を確認しましょう。
２．複数で行動する。
　　ヒグマから身を守るには複数人で行動し、熊撃退スプレーを持つ
　　ようにしましょう。
３．ふんや足跡を見つけたら、すぐに引き返す。
　　熊の糞や足跡、畑の農作物や草木などが食いちぎられた跡などを
　　見つけたときは、すぐに引き返しましょう。
４．食べものは必ず持ち帰る。
　　ヒグマは、いったん人間の食べ物の味を覚えると、それを目当てにゴミ捨て場などに繰り
　　返し出没します。山中に生ゴミを放置したり、埋めたりしないようにしましょう。
５．もしもヒグマと遭遇した場合
　　騒いだり、リュックや持ち物を回収せず、背中を見せないように、ゆっくりと静かに立ち
　　去りましょう。

１．行き先や帰宅予定時間を家族等に伝える。 
　　行き先が分からないと、遭難したときに捜索範囲を絞れず、
　　救助活動に時間がかかります。
２．慣れた山でも油断しない。
　　慣れた山でも油断せず、自分の体力や体調、天候や日没時
　　間に合わせた行動をしましょう。
３．単独入山を避ける。
　　万が一、山中で迷ったり、けがをした場合、一人では対処
　　できないことがあるので、複数で行動しましょう。
４．目立つ色の服装を着用する。
　　遭難者をヘリコプターが上空から捜索する場合、赤色や白色系の服装が目立ちます。
５．携帯電話やホイッスルを携行する。
　　携帯電話は、非常時に救助要請することができます。ホイッスルは周囲に自分の存在を知
　　らせることができます。

詐欺電話が来たら、「♯９１１０」まで、ご相談ください。

深川警察署
沼田警察庁舎あんぜん広場 ☎ 35-3110

山菜採りは目先の収穫よりも安全第一

春はヒグマとの遭遇に注意！
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火事・救急は１１９番へ！
『火の用心　「後で」と「今」で　変わる未来』

深川地区消防組合深川消防署深川地区消防組合深川消防署

沼田支署予防担当沼田支署予防担当☎☎ 35-205035-2050

沼田町
防火標語

消　報消　報

林野火災注意報・警報の運用開始について！！

消防協力者（水利除雪）感謝状贈呈式について

　昨年大船渡市で発生した大規模な林野火災を踏まえ、全国的に林野火災予防の対策がとられ、令和

８年４月１日より一定の気象条件に達したときに「林野火災注意報」や「林野火災警報」を発令します。

　発令中は、発令の対象となる区域内において、たき火、火入れ、喫煙などの「火の使用」に制限を

設けました。

【発令中の火の使用制限】

　・林野火災注意報：対象区域において「火の使用」が制限され、努力義務が課されます。

　・林野火災警報　：対象区域において「火の使用」が禁止され、義務が課されます。

　　　　　　　　　　（罰則の適用有り）

【対象期間】

　・毎年３月～６月（令和８年は４月～６月）

【発令の対象地区】

　・町内の国有林、道有林、市町村有林および私有林などの一般民有林

【発令時の周知方法】

　・林野火災注意報発令時は、沼田町公式ホームページに掲載し町民の皆様にお知らせします。

　・林野火災警報発令時は、上記に加えて消防車による車両広報でお知らせします。

林野火災は人命や森林資源に甚大な被害を及ぼします。火の取り扱いには年間を通じて注意を

払い、火災発生防止に努めましょう。

　消防協力者感謝状贈呈式が令和８年３月６日（金）

に深川地区消防組合消防本部にて執り行われ、長年

防火水槽の除雪にご尽力いただいた上林文雄氏（市

内３）へ深川地区消防組合小林消防長より感謝状が

贈呈されました。

　この表彰は消防行政に対し功労のあった個人及び

団体に贈られ、毎年消防記念日である３月７日に行

われます。
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令和８年度　社会教育・体育振興事業のご紹介

お問い合わせ…沼田町教育委員会教育課　☎３５－２１３２

○教育委員会「ブログ」随時更新中○　URL: https://blog.canpan.info/numakyoui/

　沼田町教育委員会では町民の皆様の生涯学習推進や健康維持・スポーツの普及のた

めに様々な事業を行っております。今回は今年度の事業予定を一挙にご紹介します。

　※下記日程は現段階での予定ですので、変更する可能性があります。

5/  1（金）～おはようラジオ体操
5/  9（土）～長靴レンジャー ( 全１０回 )
5/27（水）～いきいき大学 ( 全 5 回 )
6/ 5（金）沼田町教育長杯争奪
　　　　　　　　　　  パークゴルフ大会
6/15（月）～子ども水泳教室

10 月
　明日萌・ほたるの里ウォーキング
10 月　　　 ～沼田っ子の夢応援事業
10/24（土）～町民芸術祭 ( 作品展示会 )
11/  3（火）町民芸術祭 ( 芸能発表会 )
11/  8（日）町民交流フェスタ
12/23（水）ウィンターデイキャンプ

【４月～６月】 【７月～９月】

【１月～３月】

■その他実施予定の事業■

【１０月～１２月】

7/  5（日）
　第５３回町民スポーツまつり
7/  9（木）沼田町長杯争奪
　　　　　　　　　 パークゴルフ大会
7/24（金）サマーデイキャンプ
7/30（木）～夏の宿泊キャンプ
9/ 4（金）
　ＮＨＫすずらん記念「明日萌の里」　
　　　　　　　 ペアパークゴルフ大会

1/  7（木）～冬の宿泊キャンプ
1/10（日）20 歳を祝う会
3/25（木）～
　北空知小中高生研修会 ( 仮 )
　　※１２月と３月の研修事業を統合

・生きがい講座
・家庭教育講座
・子ども文化劇場
・教育長旗争奪少年野球大会
・教育長杯小学生バレーボール大会

『生きがい講座』講師募集中！
皆さんの特技や趣味を
町民の皆さんに教えてください！
まずは気軽にお電話ください。

【令和７年度 あいさつ運動における標語コンクール作品紹介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沼田中学校２年生（現３年生）】

「あいさつ一つで明るい一日が始まる」

「元気良く　挨拶したら　気持ちいよ」
青
あ お き

木　陽
は る と

音さん

秋
あ き や

谷　哲
て つ た

汰さん

生涯
学習

ゆ
め
っ
く
る

ゆ
め
っ
く
る
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『読む本をどう選ぶのか』

　書店や図書館で本を選ぶとき、どのようにして選んでいます
か？表紙で選んだり、帯に書いてある内容や作者で選んだりと
様々だと思いますが、本に慣れてきたらやってみてほしい選び
方は『本の出だしで選ぶ』です。
　個人的な体験談ですが、タイトルに惹かれて本を購入したと
きよりも、出だしを読んでみて（この文章は読みやすいな、お
もしろいな）と感じた本の方が最後までするすると読むことが
でき相性もよかったのです。これは小説の場合だけでなく、マ
ンガや絵本などほとんどの本に当てはまりました。
　個人的な体験談なので、表紙が気に入り満足する方もいると思いますし、作者買いする方もいると
思います。ですが、もし今の本の選び方に飽きてきたり悩んでしまうときは、一度『本の出だしで選
ぶ』というのをやってみてほしいと思います。もしかしたら普段だったら選ばないという本に出会え
る機会になるかもしれません。
　図書館だと本の出だしや書き方をじっくり読んで借りてみるというのも気軽にできますので、図書
館に来館した際はぜひ一度やってみてください。

『それ犯罪かもしれない図鑑』
監　修：弁護士　小島　洋祐
出版社：金の星社

図書館にある本をインターネットで検索できます。検
索は、下記の URL か QR コードからどうぞ。
http://opac-numata.lib-wa.net/
web_opac/simple_search.php

家から図書館の本を検索しよう

≪一般書≫

デラシネ「霧の樹海」篇　　　　梶永　正史

サチコ　　　　　　　　　　　　群　ようこ

マカン・マラン　　　　　　　　古内　一絵

アイドル経営者　　　　　　　　大倉　忠義

時の家　　　　　　　　　　　　鳥山まこと

青天　　　　　　　　　　　　　若林　正恭

光と糸　　　　　　　　　　　　ハン・ガン

≪児童書≫

はじめての梅しごと　　　　　　高野　紀子

すいとうのひとやすみ　　　　　村上しいこ

ぎょうざがとなりにひっこしてきました

　　　　　　　　　　　　　　　玉田美知子

デコピンのとくべつないちにち

　　　　　　　　　　　　　ファニー・リム

スーパー戦隊大図鑑ハイパー　　　ポプラ社

　普段の行いで小さく見えることでも、実は
犯罪になる場合もあるって知っていますか？
　そんな日常にひそむ〈実は犯罪に当たるか
も〉ということが載っている本書は、子ども
はもちろん大人も学べる一冊です。まち・友
だち・学校など、場面ごとに分かれていてカ
ラーイラストも豊富なので見やすくわかりや
すいです。図書館に来館した際は、ぜひ手に
取って読んでみてください。
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　皆さん、こんにちは！「地域おこし協力隊　活動新聞」では、月に一度、沼田町の地域おこし協力
隊員の活動内容などを町民の皆さんにお伝えします！
　今回は、2 月にオープンした「おもやどぬまた」についてご紹介します。

　沼田町地域おこし協力隊商工業支援員（株式会社 alpha 所属）鈴木円佳隊員、鹿内魁人隊員等に
より町内の空き家を改装した「おもやどぬまた」という宿泊施設が 2 月１１日 ( 水 ) にオープンしま
した。
　一棟貸しのプライベートな時間、どこか懐かしさがある内外装が実家に帰ってきたような安心感と
居心地の良さを感じさせます。
　現在は 1 階のみが完成しており、最大で 3 名様の宿泊が可能ですが、今後 2 階の工事も完了すれ
ば最大で１０名様以上の宿泊が可能となります。
　さらに現在はオープン価格として素泊まりがおひとり様 6,000 円、青春酒場キタモリで沼田のク
ラフトビール付き夕食プランが 9,000 円でご利用できます。
　観光やビジネス利用など様々なシーンでご利用いただけますので、町外のご友人様などにぜひお勧
めください。

　次回の協力隊新聞は石狩沼田駅ラストラン特集となります。
　３月３１日で廃線となる石狩沼田駅のイベントでの協力隊員たちの様子をお届けします！

【基本情報】
住所 : 沼田町旭町 3 丁目 4 番３３号
電話 : 090-3392-6633 ( 佐々木隆光 )
チェックイン　：１５時から２１時
チェックアウト : １１時まで

おもやどぬまた、ついにオープン！！

担当　観光支援員　村上　欣喜
　　　（産業創出課）
☎３５－２１５５

地域おこし協力隊地域おこし協力隊
　　　　　活動新聞　　　　　活動新聞
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沼田町では
求職者と求
人者をつな
ぐために、
無料職業紹
介所「ぬま
わーくサポートデスク」
を開設しています。

沼田町の定
住奨励制度
や暮らしの
情報が満載
です。

移住定住情報公式サイト

ぬまわーくサポートデスク
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５，０１４日継続中 !!

人の動き
（令和８年４月１日現在）

交通事故死ゼロ
（令和８年３月３１日現在）

アプリやＳＮＳで最新ニュースを発信中！アプリやＳＮＳで最新ニュースを発信中！

YouTube

LINE

Instagram

Facebook

X

ホームページ

広報ぬまたを
マチイロで簡単チェック！

Android 用IOS 用

人口　２，６８３人（前月比　▲２８人）
男性　１，３０２人（前月比　▲１８人）
女性　１，３８１人（前月比　▲１０人）
世帯数 １，４２０世帯 （前月比▲７世帯）
■総人口増減内訳
　増加）転入：１５人　出生：　０人
　減少）転出：３７人　死亡：　６人
　※上記人口・世帯数には外国人住民
　　も含まれています

自治体初の「けいナビアワード大賞」を受賞！自治体初の「けいナビアワード大賞」を受賞！
　テレビ北海道で放送されている「けいナビ～応援！ど
さんこ経済～」において３月２１日（土）社会課題解決
や地域活性化に貢献した企業・団体を表彰する「第４回
けいナビアワード」で自治体では番組史上初となる大賞
に輝きました。
　昨年建設したクラフトビール醸造所や移住促進といっ
た町全体の多角的な取組が評価の決め手となり、横山町
長は「小さな町ですので、持続可能な環境を作るために
町そのものが株式会社というイメージで取り組んでいる姿勢が今に至っています」と話され、番組内
で、自治体が主体となって「稼ぐ力」と「住みやすさ」を両立させる当町のスタイルが、地域活性化
の新たなモデルとして提示されました。
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